故障かな？と思ったら 

をラー度、ご確認ください- 
表示とブヴーについて…… 
電池交換 . 


点檢•お手入れをしましよう 

お手入れの道具と洗剤について . 

曰常点検をしましよラ . 

お手入れのポイント . 


コン□を使いましよう 

コン□操作の基本 . 

コン□操作部の使いかた . 

調理油の温度を自動調節【揚げをのモード】 

高温調理をする【センサー解除モード】- •• 
ごはんをおかゆをコン□で炊ける【炊飯モード】 

お湯をわかす【湯わかしモード】 . 

設定した時間でコン□を自動消火【コン□タイマーモー问 


準備をしましよう 

乾電池の取り付け . 

不用意な点乂を防ぐ【点义□ック】 

操作部の開け/閉め . 

さ部品のセット . 


ァ フターサー ビスは？ …… 日 0 S 

長巧間使用しない場合/仕様… 51 M 

保証書 . 裏表紙 


よくある質問 （ Q & A ) …… 42 g 


ヴリルをお使いになる前に 

グ U ルの取り扱いと準備 . 27 

ヴリルを使いましょう 

魚の焼さかた . 之8 

グ U ル操作部の使いかた . 29 

焼を時間や火加減を任意で調節【マニュアルモード】 •• 29 
焼さ時間や火加減を自動で調節【オートメニューモード】 •• 31 
乂力と時間の目ま . vi 己 

安全•便利機能を使いましょう 

]ン胡し就;肖無能綱,就かしモ-陆知が觸を臆に誠[カスタマイス1能]…36 


コン□をお使いになる前に 

料理に応じてバーナーを使い分け . 1己 

使用でさるなベと温度センサー . 1己 


ちくじ ぺジ 

さ部の名称と特長 I 

さ部の名称 . I 

コン □. グ U ル操作部の名称 . 之 

安全上のご注意 I 

(使用編） . 4 

(設置編） . 11 


广ガラストツプフレートー 
型 式 


75 cm 幅 


60 cm 幅 


RS 78 W 7 G 2 R 
RS 78 W 7 G 10 R 
RS 78 W 7 G 11 R 

RS 38 W 7 G 2 R 
RS 38 W 7 G 10 R 
RS 38 W 7 G 11 R 
ECR 38 WGR 2 
RS 31 W 7 A 2 R 


型式の呼び 

RB 78 W 7 GR：h 
RB 78 W 7 GR ( G) : h 

RB 38 W 7 GR：h 
RB 38 W 7 GR ( G) : h 


RB 31 W 7 AR：h 


广ホー □ —トツフフレート（パールクリスタルコート） 


75 cm 幅 


60 cm 幅 


型 式 

RS 78 W 7 K 7 R 
RS 78 W 7 K 9 R 
RS 78 W 7 K 10 R 
RS 78 W 7 K 11 R 
RS 78 W 7 K 12 R 

RS 38 W 7 K 7 R 

RS 38 W 7 K 9 R 

RS 38 W 7 K 10 R 

RS 38 W 7 K 11 R 

RS 38 W 7 K 12 R 

KBE -60 W 7 K 1 R 

RX 38 W 7 K 9 R 


型式の呼び 

RB 78 W 7 KR：h 

RB 78 W 7 KR ( G ) 


RB 38 W 7 KR：h 

RB 38 W 7 KR ( G ) 


o 全ロセンサー搭載 

セン ヴー コン □ 


よく読んで安全に正しく 
お使いください。 

た''愛用の皆様へ )- 

このたびは両面焼グ U ル付ガスビルトインコン□を 
お買い上げいただをまして、ありびとラございます。 
♦ご使用の前に、この取扱説明書をお読みいたださ 
安全に正しくお使いください。 

参この取扱説明書の裏表紙び保証書になっています。 

内容をよくご確認のラえ、大切に保管してください。 
♦本製品は家庭用なので業務用のよラな使いちをさ 
れますと著しく寿命び縮まります。 

♦この製品は国内専用です。海外では使用でをません。 
参この取扱説明書の他に設置工事説明書びあります。 
機器の移設、取り替え、修理の際に必要となります 
ので取扱説明書ととをに大切に保管してください。 
♦取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売 
店、または当社事業所に連絡して再購入してくだ 
さし、。 


家庭用 


Rinnai 

グリル付^^ク 1- 

fix ソツクトツ 



取扱説明書 

システムキッチン用〈ビルトインコンロ〉 



579 

444 



788 

333 



7880246 

1112222 
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各部のを称と特長 


さ部の名称 



グリルとび 6 


1ごとく小 
1標準バーナ ー 
排気口 

調理中の排気び出るとこ 
ろです。 


\ 排気□カバー 


ト ッププレート 
I グリル皿受け 
I グリル焼網 
I グリル皿 


後コン□义力調節つまみ卜 
左コン□义力調節つまみ卜 
左コン□操作ボタント 
後コン□操作ボタント 
コン□操作部卜 


左側操作ボタン点火□ックつまみ卜 




軍 




コン□-グ U ル操作部の下部飾りおよび、電 
池ケース飾りは破損などしないよラにはずれ 
る構造になっていまず。 

お手入れ時など、万一はずれた場合は P 41 
記載の方法に従びって取0付けて<ださい。 


今バーナ ー 


覃 


J 义力切替スイッチ 
J ちコン□义力調整つまみ 
j グリル操作ボタン 


J ちコン□操作ボタン 


i 電池交換サイン 


1電池ケース 

I ち側操作ボタン点知リクつまみ 
1グリル操作部 


※図はトッププレートが7已 cm 幅タイプですび、目日 cm 幅タイプち部品 
名称、特長は同じです。 

※図は - L タイプ(強火カバーナーび左側のタイプ）です。 - R タイプは強火力 
ノ くーナーと標準ノ くーナーび左ち逆にな0ます。 

※図はガラストッププレートタイプです。ホー□ートッププレートタイプ 
はお状は異なります。|崎 13 ベ-ジ 


バーナー キャップ上部 



各部の名称と特長 






















































































各部のを称と特長 


コン □. ヴリル操作部の名称 


•強义カノ くーナーが左側の機器の場合 

——クリルー 




コン □ 


グリルタイマ-セツトスイツチ 


グ U ルタイマーの時間 
をセツトでさます。 

f グリルタイマー表示部 1 


グ U ルタイマーの時間 
を表71^します。 


ブリル 


干物片強 


切身 
う姿焼 

若 


巧 


ぅ中 

-:弱 ■+ 


羞 I 


き加減スイッチ•ラング 


オー h メニュー使用時に焼 
さ加減の調節びで去まず。 
設定時に点なしまず。 

■焼き加減設定"* 32 ベ-ジ 

才ートメニュースイッチ • 
ランプ 


魚を自動で焼さ上げたいと 
きに、使用します。 

設定時に点なしまず。 

■トトメニュ—モ—ド" I * 31ベ-ジ 


七ンサー解除スイッチ-ランプ 

センサーを解除しまず。 

設定時に点なします。 

I センサー解除モード, * 20 ぺ-シ 


コン□タイマー表术部 


コン□タイマーモードの時 
間を表术します。 


ちコン □ 


3 砂巧し 


■51? 降中 


沸とう消;*; 
^5分保温 


タイ 7- 

广:を分 
■S 左 

ミも +> 





柳 

巧 


•- 


み 

巧 


コン□タイ7-七ットスイッチ 


コン□タイマーモードの時間を 
セツトでさます。 


ド00 
づ180 
一：160 


ちコン □ 

广:おかゆ I 沸と遭 
^ごはん 15 分保温 


タイマースイッチ-ランプ 


タイマーをセットするコン□を選 
択ずる キーで ず。 

設定時に点なしまず。 

■コン □タイマーモー ド"* 26 ページ 

f 湯わかしスイッチ-ランプ] 

■ 湯わかしモード設定時に使用しま 

す。 

設定時に点灯しまず。 

■湯わかしモード III * 24 ぺ-ジ 


欣飯スイッチ•ランプ 

炊飯モードの設定時に使用しま 
ず。 

設定時に点打しまず。 

I 炊飯モード",* 22 ペー:； 
_ ^ 

^揚げものスイッチ • ランプ] 

揚げちのモード設定時に使用しま 
ず。 

設定時に点なしまず。 

■揚げ电のモ—ド III * 18ぺ-ジ 


•強义カノ V ’ ーナーびち側の機器の場合 


グリル 


□ 

干物強^@分 
の身中 _ 
姿焼弱 


智 


mI 


y 



左コン □ 

タイマー 

ちコン □ 

1200 

1180 1 おかゆ 1 葫とうお义 

1160にはん 5 分保温 

•を！ 

■ち 

■左 

盟分 

3砂押し 1 沸とう消义 

辭除中 5 分保温 

+ 

因る互 

© 

— 

t 溫 1 包 


IP 各部®名称と特長 


2 





























































































































































t 便利-安を機能のご紹介 、 



ホ操作ボタンを戻し忘れるとブザーで 
お知 6 せ 

ホコン□消し忘れ消义機能の時間、湯わ 
かしモードお知 6 せ時間を任意に設定 

コン □- グリル操作ボタン戻しちれお知らせ機能 

タイマーや便利機能を使って自動消火したり、他のま 
全機能により消义したとさに、操作ボタンを戻し忘れ 
ると、1分ごとにブヴーび「ピピッ」と已回鳴ってお 
巧 b せします。すぐに操作ボタンを戻してください。 
ただし、他のノ（ーナーを使用中は、ブヴーは鳴りません。 

L 

カスタマイズ機能 111*36 ベ- ジ 

•コン□消し忘れ消义機能時間： 30〜90分まで、 
10分刻みおよび「一一 （120 分)」（すべてのバー 
ナー同じ時間） の設定びでさます。 

•湯わかしモードお知5せ時間： 強乂カバーナー•標 
準ノ（ーナーそれぞれ個別に設定でさます。 


みおが消えると、ガスを自動的(こストップ 

立;自えを圣髮置 III * 47 ベ-ジ 
も吸習化(標準パ-： >■-) (ルバ~ナ~) 

調理中に煮こぼれなどで乂び消えると、自動的にガス 
を止めます。 

ホコン□を消し忘れても一定時間で自 
動消义 

コン□消し忘れ消乂機能"* 36 • 43 • 47 ペ-:； 

も被泌田 ai (標準バー- )( ルバート） 

すべてのノ（ーナーは約120分で自動消义し、消し忘れ 
を防ざます。 

ホ自動的に义力調節し、なべの異常過 
熱を防止 

局 温自動温度調節機能 III * 42 ぺ-シ' 

が柳 Igai 

焼さもの調理-いりをの調理など比較的温度の高い料 
理や、なべのから焼さをしたときに強乂-弱乂と自動 
的に火力調節し、なべの異常過熱を防止します。 

この状態び30分 LU 上続いた場合、または弱火状態で 
をセンサー温度びさらに上昇した場合は自動消火しま 
す。最初に弱火になったとき、ブヴーび「ピピピッ」 
と]回鳴ってお知らせします。調理に支障びあるとき 
はセンサー解除モードをお使いください。（強乂カバ 
—ナーのホ） 


み料理の種類を判別して安を装置を選択 
自動判別モード 

( ，，化口た、(標準バー-)(ルバーナ ー) 

機器び自動的に料理の種類を判別し、焦げつさ自動消 
乂機能や天ぷら油過熱防止機能などの安全装置を選択 
します。（通常に使用でさる状態です） 

点乂初期は、自動判別モードに設定されています。さ 
モードを使用中、取り消しに設定すると自動判別モー 
ドに設定されます。また、コン□タイマーモード使用 
中を焦げつさ自動消火機能や天ぷら油過熱防止機能び 
タイマーに優先して作動します。 

ホ調理油の過熱を防ぐ 

天ぷ 5 油過熱防止機能"* 42 • のべ-ジ 
副ぶ(標準バー-)(ルバーナ ー) 

調理油び過熱されると、自動消义し 
ます。 


か’ 


ぶ /--/TrA'—i も 

ホなベの焦げつきを検知し初期段階で自動消义 
焦げつき自動消乂機能"* 42-43 -47 ベ-ジ 

( 口,化口た、(標準バー -) (ルバーナ ー) 

煮をの調理などでなべ底の焦げつさびはじまった場合 
なべをいためる前に自動消义します。 

なべの材質、調理物の種類、火力によって焦げの程度 
は異なります。 

※なべ底にこんぶや竹皮などをしし)た調理では焦げつき自 
動消乂機能び正常にはたらかないことびあります。 


グリル安を機能 


グリル便利機能 


4•炎が消えると、ガスを自動的にストップ 

立消え安全装置1,* 47 ベ-シ- 

グ U ル使用中に風などで义び消えると、 自動的にガス 
を止めます。 

ホグリル庫巧が過熱すると自動消义 

グリ j レ過熱防止センサ ー II * 47 ベ-ジ 

魚などの調理物を入れずにから焼さした場合など、グ 
U ル庫内の温度び異常に高<なった場合に自動消义し 
ます。 


ホ水のい6ない両面焼グリル 

グ U ル皿に水を入れずに使います。乂力調節は上义と 
下乂の組み合わせにより4段階あります。 

み スムーズ グリル， * 27 • 39 ベ-リ 

• グ U ルとびらを弓 I き出す幅び広くなり、調理物の出 
し入れを簡単にでさます。 

♦グ U ル皿、グ U ルとび5をワンタツチで取りはずせ、 
お手入れを簡単にでさます。 

み焼き時間と义加減を自動で調節 

才ートメニユーモード III * 31 ベ-ジ 

生魚の姿焼さや、切身、干物などをオートメニューと 
焼さ加減を選択すれば、自動で焼さ上げます。 


各部のを称と特長 


>各部の名称と特長 

































































安全上のご注意（使用編) 


■お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、 
必ずお守りいただくことを次のように説明しています。 

■1 U 下に示す表示と意巧をよく理解してから本文をお読みください。 




この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、ま 
たは火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 



この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示しています。 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的 
損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


■絵表示には次のような意味があります。 


A 


この絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」巧容です 


Q 


この絵表示は、してはいけない 
「禁止」巧容です 


® (§) ( S ) 


义気禁止 


接视禁止 


巧解禁止 


〇 


この絵表示は、必ず実行していただきたい「強制」巧容です 


爲 


換気必要 



この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、ま 
たは火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 


ガス漏れに気づいた6 • 
( g ) ■絶巧、 义をつけない 


■電気器具のスイッチの入/切をしない 
义気禁化 ■電源プラグの巧き差しをしない 

■周辺の電話を使用しない 

炎や乂巧で引乂し、爆発事故を起こすことびあります。 







〇 


■すぐに使用を中止する 

①ガスを（ねじガスを）を閉める。 

③窓や戸を開けガスをがへ出す。 

③をよりのガス事業を（供給業を）に連絡する。 


安全上のご注意(使用編) 
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安全上のご注意（使用編) 



この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示しています。 


つン□は •• 






■コン □をおおうような大きな鉄板やなべは 

イホわわい 


1 1 


1史んみし》 

■アルミはく製しる受け、省エネごとく 


° 

ご 



などの補助具は使わない 

一酸化炭素中毒や機器の異常過熱のおそれびあります。 

■焼き網は使用しない 

トッププレートに落ちた巧などび発火したり、 

機器の異常過熱のおそれびあります。 




アルミはく製しる受け 


省エネごとく 



焼網 


トツププレート（ガラス製）には ••• 

■衝撃を加えない 
■上にのらない 

トッププレートにひびび入り、けびなどの思わめ事故の原因になりま 


Q 


す。万ーガラスにひびび入ったり、割れた場合は絶対に触らず、すぐ 
に修理を依頼してください。 


TT nr 


II 

巧— 


Q 


■強义カバーナーの七ンサー解除モードは揚げもの 
調理には使用しない 

調巧巧の温度び高くなり、発火するおそれびあります。 


0 


Q 


トッププレートの排気口は… 

■ふきんをのせたり、アルミは< 
などでふさがない 

異常燃焼による一酸化炭素中毒や火災、 
機器焼損の原因になります。 

ガスコン□の近くには 

■燃えやすいものを置かない 

•機器の上方に調味料ラックなど 
• ぺットボトル-プラスチック類 
•ふさんやタオル-調理ミ由など 
乂災の原因になります。 

■爆発のおそれがあるものを置かない 

• スフレー宙 

•カセットコン□用ボンベなど 
熱で宙内の圧力び上びり、爆発する 
おそれびあります。 

■引义しやすいものを使用しない 
•スプレー-ガソリン-ベンジンなど 
引乂して义災のおそれびあります。 




[ 

.d 

J 

) • 

p 

プ巧 

•■ 1 " 


が 







1 

> 




調理中は ••• 

■機器から離れない 

■就寝•外出をしない 

•調理中のをのび異常過熱し、 
火災の原因になります。特に 
天ぷら、揚げをのをしている 
とさはミ主意してください。 

•グリルを消し忘れると、調巧 
中のをのに乂びつさますので 
ミ主意してください。 

•調巧物（魚など）の種類によ 
つては、グリル調理タイマー 
び作動する前に発乂すること 
びあります。 

• 電話や来客の場合は必ずいつ 
たん消乂して < ださい。 


安全上のご；法意(使用編) 























































































































































を全上のご'ま意（使用編) 



揚げもの調理の際には ••• 

0 ■ぶ凍食巧をなべの底面中央に密着させた状態で揚げ 
ものをしない 

なべの底面中央（温度センサーの接触位置）に;令凍食材び密着 
した状態で揚げをの調理をすると、温度センサーびなべ底の温 
度を正しく検知しないため、発义するおそれびあります。 


■複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回ち使用して茶掲色に変色した調理巧、にごった調理巧、揚げカスなどび沈んだまま残 
っている調理ミ由は使用しないでください。発乂び起こりやすくなる場合びあります。 

■揚げ過ぎない 

豆腐などの水分のをいちのや、衣つさのコ□ッケなどの破裂しやすいをのなどは、特にを 
意してください。長時間揚げ過ざると;'由び飛び散り、発乂や、やけどのおそれびあります。 




:令凍食材をなベの底面中央(温度セ 
ンサーの接軸位置)に密着させない 



ヴリルは 



Q ■グリルとびらは魚などをはさ 
みこまない 

魚び燃えたり、ワークトップを焦び 
したり、機器の上部び加熱され、や 
けどの原因になります。 

■脂がるく出る調理時はグリル 
焼網にアルミはくを敷かない 

脂びたまり発乂する原因になります。 

■グリル石やグリルシート、 
アルミはくなどをグリル皿に 
使用しない 


異常燃焼による一酸化炭素中毒や、 
機器損傷の原因になります。 


〇 ■グリル庫内に食品<ずや、ふき 
んなどがないことを確認する 

■グリル皿や下义 カバーな どにた 
まった脂はそのつど取り除く 

食品くずやふさん、脂び燃えて、発 
乂や火災、やけどの原因になります。 


A ■コン□使用中は身体やを服があ 
_ におづかないように注意する 

を服に炎び移ってやけどのおそれ 
びあります。 

また、温度センサーびはたらいて 
炎び自動的に大さくなったり、風 
で炎びあおられてなべ底からあふ 
れ、を服に移ることびありますの 
で、ミ主意してください。 ， 


使用後は ••• 




■消义を確認する 

■ガス栓（ねじガス栓）を閉める 

消し忘れによる乂災の原因になり 
ます。特にグリルは消し忘れをし 
やすいので、機器から離れるとき 
は必ず消乂してください。 


こんなときは • • • 

© ■異常時は、消义しガス栓 
(ねじガス栓）を閉める 

地震、乂災、使用中に異常な燃焼- 
臭気•異常音を感じたとさ、途中 
消火したとを異常のまま使い続け 
ると火災や機器損傷の原因になり 
ます。 















































































安全上のごミ主意（使用編) 



この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的 
損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


〇 


点义しない場さは ••• 

■操作ボタンを押して、消义の状態 
に戻す 

■周囲のガスがな < なってから再度 
点义する 

すぐ点火操作をすると周囲のガスに引火 
して、を服に燃え移ったり、やけどをする 
おそれびあります。 


〇 




■片手なベや小径なベ、へこんだ底 
丸い底-滑りやすい底のなべは不 
安定な状態で使用しない 


なべび傾いた0、滑ってやけ 
どのおそれびあります。な 
ベの取っ手はごとくのツメ 
と同じ向きに置いて機器手 
前にはみ出さないよラに 
し、中華なベなどの丸底 
なべは取っ手を持って調 
理するなど、安定した状 
態で使用してください。 


取っ手 





とくのツメ 


取っ手とごとくのツメ 
のち向を合わせる 


〇 


■軽いなべは調理物を含めて300 g 
以上で調理する の 

軽いなべや取っ手び重い片 W 

手なベは、温度センサーに 
よって巧し上げられて倒れ、 

やけどのおそれびあります。調理中にふた 
を取ったり、か分の蒸発などで軽くなって 
をなベび傾くことびありますので、取っ手を 
持って安定した状態で使用してください。 




■なべの大きさに合わせて 
义力を調節する 

义力び強いと取っ手び焼損した 
り、手を触れるとやけどをする 
ことびあります。 

■調理以外に使用しない 

衣類の乾燥や練炭の乂起こしな 
どをすると、火災や機器焼損の 
原因になります。 


■コン□には石焼いもつぼは 
使用しない 0 

異常過熱による * 

機器損傷の原因 
になります。 






■点义するときや使用やはバーナー 
イ寸おに顔をおづけたリグリルとびら 
を開けてのぞき込まない 

炎や熱で顔をやけどするおそれびありま 
す。 


排気□には ••• 

■まや顔などをおづけない 

■なべの取つ手を排気口に向けない 

高温の排気び出ます。 

やけどやなべの取つ手び過熱され取っ手 
を焼損する原因になります。 



S) 


■幼いお子様だけで 
触らせない 

やけどやけびなど思わめ事故の 
原因になります。 


安全上のご；法意使用編 




















































































































































を全上のご'ま意（使用編) 


使用中は必ず換気する 


爲 

換気必要 


■換気扇を回すか、窓を開ける 

換気をしないと不完全燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。 

■こんなときは窓を開ける 


屋内設置で自然排気式給湯器-ふろびまを使用している場合は、窓などを開けて換気し 
てください。換気扇を回すと、排気ガスび逆流して一酸化炭素中毒の原因になります。 




0 ■風を機器に当てない 

扇風機や エアコン などの風び当たると安全装置び正しくはた 
らかず、機器損傷や誤作動の原因になります。 


使用中、使用直後は… 


接軸禁止 


■操作ボタン-操作部-つまみ-グリルとびら取っ手 
以外は雜わらない 

やけどをする原因になります。特に幼いお子様びいる家庭で 
はごを意ください。 


※グ1」 j レのみ使用してをグリルノ（ーナーの炎や排気の熱によ 
り、トッププレートは熱くなります。また、ビルトインオー 
フンを設置している場合、コン□やグリルを使用していな 
くてをオーフンを使用すると、トッププレートや排気□力 
ノ（一び熱くなります。触らないよラミ主意してください。 


■コン□-グリル操作部やグリルとびらには次のよう 
vv なことはしない 

•手をつく •ぶら下びる •水や洗剤をかける 

けびや機器損傷、誤作動の原因になります。 


点検、お手入れの隱は ••• 



■機器がぶめていることを確認する 


■ガスを（ねじガスを）を閉める 

誤って点乂し、やけどをすることびあります。 

■必ず手袋をする 

けびの原因になります。 

■グリル焼網、グリル皿はをめてから取り出す 

調理後は、グリル皿受けを高温のため触れると、やけどをすることびあります。 


fJl 



■バーナーキャップを水洗いしたときは水気を十ろ切ってから七ットする 

炎□びめれたまま使用すると異常燃焼の原因になります。 


























































































安全上のご注意（使用編) 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的 
損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


ヴリルは… 

/ CN ■グリルとび6を開けたまま使用しない 

V V ワークトップを焦びしたり、機器の上部び加熱され、やけどの原因になります。 

■魚を焼き過ぎない 

魚に乂びつさ乂災の原因になります。 

グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまった脂に引乂した場合は、 

①操作ボタンを巧して消乂する 
③炎び消えるまでグリルとびらを開けない 
③消乂後、点検を依頼する 

■グリル皿には水を入れない 

かび高温になり、こぼすとやけどをすることびあります。 

^ ■魚を取り出すときなどはまや腕がグリルとびらやガラスに触れないように 

やけどをすることびあります。 

グリルとびらはいっぱしほで引き出してください。 

〇 ■とり肉などの脂のるい食ネオを焼くときは'ま意する 

月目に引乂して、排気□から炎び出る場合びあります。 

やけどや乂災などの原因になります。 

■グリル皿はていねいに持ち運ぶ 

使用中、使用直後はグリル皿にたまった脂は高温になっています。こぼすと、やけどをす 
る原因になります。 

■グリル皿は水平にゆっくり出し入れする 

グリルとびらを持ち上げたまま引き出すと途中で止まらず落下し、脂びこぼれてやけどを 
することびあります。 

■グリル皿を持ち運ぶ際は、ちめてから持ち運ぶ 

使用中、使用直後は高温になっています。やけどをするおそれびあります。 



安全上のご；法意使用編 


















を全上のご'ま意（使用編) 


•使用中もとさどき正常に燃焼していることを確認してくださし)。 

•使用中に、ガス栓（ねじガス栓）を操作しての消火はしないでください。 

やけどや思わめ事故の原因になります。 

•熱くなったなべなどをラベルの上に直接置かないでください。 

ラベルび熱で変色したり、損傷したりすることびあります。 

•使ラバーナーの操作ボタンをまちびえないよラにを意してください。 

•バーナー U ングは塗装してありますので、アル5はく製しる受け、省エネごとくなどの補助員を 
使用すると温度び異常に上昇し塗装び劣化し変色したり、はびれたりします。 

•トップフレートの上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調 
理機器を使わない。磁力線により本製品び故障する原因となります。 


•みそ汁、カレーなどを煮たり温めたりずるときは义力を弱めにし、ときどきかき混ぜる 

強い乂力で急激に過熱すると、突然沸とラして飛び散ることびあります。 


突沸現まについて 

突沸現象とは、突然に巧とラする現象でず。水、牛乳、豆乳、ミ酉、みそ汁、コーヒーなどの液体を温めるとさに些細なさっかけ(容 
器をゆする、塩、砂糖などを入れる）で生じます。直义でこれ6を温めるとをにち起きることびあります。 

この現象び調理中に起をると、なべびはねあびったり、高温の液体び飛び散るため、やけどやけびをずるおそれびあります。 
これ5の予防法として巧の点にごを意ください。 

• カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などの汁物の温めは弱义でかさ混ぜなび6加熱する。 

(強乂で急に加熱しない） 

•熱々の汁物に、塩、砂糖などの調味料を入れる場合は、みし;令ましてから行ラ。 

• なべの大ささにあった火力で加熱ずる。 


•煮こぼれにを意ずる 

機器内部およびキャビネット内部のをのなどびミちれます。また、トップフレート-ごとく -バーナーなどに煮こぼれ 
び焼さついたりして、機器を早く傷めます。义加減にを意してください。 

• 乂力を弱义にしたときは、消し忘れにを意してください。 

•調理中になべをのせかえるときは、いったん消义してください。 



g 靈上のご藝二使用編) 
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安全上のご注意（設置編) 



この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示しています。 




巧お禁止 


■機器の設置や移動-ろ解-修理-改造はしない 

ガス漏れ、乂災、作動不良の原因になります。 

専門の技術-資格び必要です。 

機器の設置-移動-取りはずし-買い替えの際には必ずお買い上げの販売店、または当社 
事業所にご連絡ください。 

《詳しくは、設置工事説明書を参照してください。 

故障と思われたとさは III *45 k - ジを参照ください。 

■絶巧に改造-巧解は巧わない 

改造•分解は一酸化炭素中毒のおそれびあります。また、火災の原因になります。 


〇 


■供給ガスと銘板に表示してあるガス（ガスグループ）が一致していること 
を確認する 

参供給ガスと一致していない場合、そのまま使用すると不完全燃焼により、一酸化中毒に 
なったり、爆発着火でやけどをすることびあります。 

♦銘板は機器内後ち側面に張ってあります。供給ガスびわからない場合はお買い上げの販 
売店、またはガス事業をに問い合わせてください。 

参転居されたとをを、供給ガスの種類び銘板の表示と一致していることを確認してください。 

〈例> 銘板 （1 吕 A- 13 A の場合） 


製造年月- 


型式の呼び 


12 A ，13 A 


0000000 


都市ガス 


12 A 用 

13 A 用 

ガス消費量 

ガス消費量 


製造年ちおよび製造き号 


ガスグループ 





〇 


■可燃物との距離を確実に離す 

火災予防条例で定められていますので、必ず守ってく 
ださい。距離び近いと火災の原因になります。 

似下の場合は必ず別売の防熱板を取り付けてくださし、。 

• 可燃物との距離び守れない場合 

•表面びステンレスやタイルでを壁の内部び可燃性の 

+曰厶 

杨口 

防熱板はお買い上げの販売店、またはガス事業ちにご 
相談ください。 

■設置後機器の周辺を改装する場合も可燃物と 
の距離を確実に離す 

ガス機器防乂性能評定試験基準の変更に伴い、可燃物 



己 0 cm 幅タイプ 
1己 cm じ(上 

7已 cm 幅タイプ 
7.日 cmJ；Lb 


80 cml；Ui & 

已 cm じし b 



からの後方離隔距離び製造年月によって異なります。（例） 109-04 
製造年月は鈴板に記載してあります。 ’ 


(可燃性の壁の場合） 


000001 


\製造年月 

※製造年月0日.03 L ツ前は1已 cm L ツ上 


安全上のご；法意(設置編) 
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準備をしましょう 


ノ（ネル飾りや操作部の表面に透明の保護シートび張ってあります。ご使用時は保護シートをはびしてください。 


乾電池の取り巧け 


電池ケースはノ（ネル前面にあります。©台方向をおかめて乾 
電池をセットしてください。また、電池交換サインび点巧し 
た5、乾電池を交換してください。 III* 49 ぺ -y 

□ 機器がをめていることを確認する 

B 電池ケースの[押：開]付近を指 
U で押す 

巧し込んだ指を戻す 
と電池ケースび出て 
さます。 


a 電池ケースを止まるところまでゆつく 
U りと引き出す 






► 電池ケースは取りはずせない構造になっている 
ので無掛こ引っ張ったり上か b 巧さえたりしな 
いでください。 

機器びこわれる原因になります。 


□ 乾電池を入れる 

単1形アルカ U 乾電池 
(1 .已 V ) 2個を図のよラ 
に货©を確認して正しく 
はめ込んでください。 


a 電池ケースの[押：開]付近を指 
U で ゆっくり 押す 

電池ケースを本体に収納します。 



■乾電地は充電-巧解-過熱-义の中へ 
投入しない 

■新旧-異種の乾電池は混巧しない 




■器具を廃棄する場合は、乾電地をはずす 

ショートや発熱、液漏れ、破裂により、けび 
ややけどの原因になります。 

■乾電池に記載してある注意事項をよく 
読み、正しく使う 


〇 


不用意な点火を防ぐ【点火□ック 


操作ボタンを巧せないよラに、□ックすることびでさます。 

今□ックする 

点义□ックつまみは、グ U ルをはさんで左ち2個所にわかれています。 

n □ックする側の操作ボタンが、2個と 
も消义①位置にあることを確認する 

操作ボタン 


※図はち側の操作 
ボタンの点义口 
ツクです。 


□ック 



0点义□ックつまみを 
ちち向にスライドさせる 


口 


□ツクでさます。 


□ ツク ► 


解除 

(OCl 


今□ックを解除する 

n 点义□ックつまみを 
左ち向にスライドさせる 

□ックを解除できます。 „ . 、 

□ック ► 

• □ックしてある場合は、操作ボタンを強く巧し込まな 
いでください。破損する場合びあります。 


操作部の開け/閉め 


今開ける 

Q 操作部の[押：開] 
U 付おを指で押す 

巧し込んだ指を戻すと操作部 
び出てさます。 


今閉める 

Q 操作部を奥まで 
しっかり押し込む 

操作部を本体に収納します。 




•操作部は取りはずせない構造になっているので 
無理に引っ張ったり上から巧さえたりしないで 
ください。 

機器びこわれる原因になります。 


g 準備をしましよラ 
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準備をしましょう 


さ部品のセツ 


排気□カバー 


2つの排気□力 
バーの ツメ部を 
さ々内側に向け 
トッププレート 
の くぼみにセツ 
卜して < ださ 
し、 


( RB78W7GRRB78W7GR(G) 去、 
VRB38W7GR：k RB38W7GR(G ) ちノ 


ツメ部を各々内側に 
向けてセツトする 



グリル皿の「テマエ」刻印 
を手前にして、グ IJ ル皿受 
けにグリル皿びしっかり入 
るよラにセットしてくださ 
い。 

•グ1」ル焼網の「テマエ」刻 
印を手前にして、脚のツメ 
を、グリル皿の角巧にセツ 
卜して < ださい。 


セツトした状態 


13 


準備を しまし よ ラ 












































意 1 

■ごとくは正しく七ツトする 

■バーナーキャップは誤った七ットで使 

誤ったセツトをするとなベなどび不安定にな 

用しない 

り、傾いたり、倒れたりします。 

ノ（ーナーキ ヤッ プを正しく取り付け 


ないと、点乂しなかったり、炎のふ乂 

ぞろいや逆乂を起こし、不完全燃焼(\) 

による一酸化炭素中毒のおそれびあ v-y 


ります。また、炎び機器の中にをぐ 


りこんで、焼損することびあります。 


つ 浮き^^^^^ 

誤ったセツトの例 



ノてーナーキヤツプの浮を ノ くーナーキヤツプの裏返し 


下図のよラに各部品を正しくセツトしてください。 

を強义カバーナ ー• 標準バーナ ー• ルバーナ- 


ノ（ーナー本体 



バーナー U ング 


ごと< 


凸部 






強乂カノ くーナー ルノ くーナー 

標準 バーナー 

ごとく内側の凸部2個所をノ（ーナー U ング前後の 
凹部2個所に入れて正しくセツトしてください。 






バーナーキャップ 



凸部 




凸部 



ルノ（ーナー 強火カノ（ーナー標準ノ（ーナー 

I 凸部を前にしてバーナー本体後側の凹部にバー 
ナーキャップのピンを入れて正し<セットして< 
ださい。 

I 強火カバーナー用には 「 H 」 の刻印び表示してあ 
ります。標準バーナー用とまちびえないよラに 
セットしてください。 


•バーナーキャップをセットしたとさは必ず正南に燃焼しているか確認してください。 

• ノ（ーナーキャップは分角军しないで < ださい。 

•バーナーキャップは消耗品でず。厚みび薄くなったり変形して炎びふぞろいになった場合は交換び必要でず。 
お買い上げの販売店、または当社事業所へご相談ください。 

… * 49 ぺ-ジ 

•ごと< • バーナーキャップ上部-ホー□ートッププレートはホー□一仕上げでず。巧れなどび焼さつ<ことび 
ありまずので、こまめに掃除をしてください。ミちれび焼きついても性能はかわりません。 III* 38 • 39 • 40 ベ - ジ 

— 14 — 


準備をしましょう 


ごとく•バーナーキャップ 


HI 準備をしましよラ 












































コンロをお使いになる前に 


料理に応じてバーナーを使い分け 


乂 強义カバーナー ) - 

■を量の料理や、強い义力を必要とする料理 
•け飯-焼さそば-野菜いためなど 

■大きななべ、やかんなどでお湯をわかすなど 


r C 標準バーナー ；- 

■天ぷら-フライなどの揚げもの 
■贼飯-おかゆ 
■煮 もの. 煮込み料理 

■標準的な量の料理や強い义力を必要としない料理 


ん かバーナー ) - 

■保温や温めなど①义力を必要としない料理 


使用できるなベと温度センサー 


参温度センサーを正しくはた6かせるために、必ずお読みください。 


■温度七ンサーの上面となべ底が密着していないときは使用しない 

♦温度センサーびなべ底の温度を正しく検巧でさずに、発义ゃ途中消乂、機器焼損の原因になります。 
♦中華なベ用補助ごとくを使用すると、温度センサーびなべ底に密着しない場合びあります。 




、なべ底が 
凸凹 



さび巧れ 
異物が付着 


‘なか材料 
の重量び 
3。。旨 OT 


底び丸い 
中華なベ 




中華なベ用?甫助ごとく 


底のへこんだ舗を動かすと温度センサーび片あたりしやすくなります。密着していることを確認してください。 

■耐熱ガラス容器、±銅など熱の伝わりにくいもの、底が浅く広いなべなどでの油調 

ミ由の温度び上びりやすく発义の原因になります。 


Q 


r - 

なべの種類 

(1? 殺费） 

その他の料理 

(煮ものなど） 

温調機能 ^ 

揚げものモード湯わかしモード 

'"吨 18 ベージ 1" 吟 24 ぺージ 

暑に 巧巧 

底の平らなアル S 製中華なベ 、~ ~ 

〇 

(油量： 2日日の化^(上） 

〇 

〇 

細量：己日日 〜 1 £ ) 

7 X 1： 〇 

(標準バーナ ー: 日00 m 《〜 2む 

猫火カバーナ日日 CM 〜3 6) 

栗- □- 广^巧 

ステンレス（厚手） \ J 
底の平らな鉄製中華なベ ~ 

〇 

(油量： 2日日/が切上） 

〇 

〇 

(油量：已日日 〜 1 " 

水量： 

(標準バーナ ー: 日 00 m 《〜 2む 
馈火カパーナー:已〇日 m ぶ〜3が 

(薄手：なべ底厚み ド ー'づ^ クレ^ 
2.5 mm 未満）し_ J \— -j X _ J 

X 

〇 

〇 

(油量：己日日 〜 1 C ) 

7 j < 量： 

(標準バーナ ー: 己00 m 《〜2む 
猫火カバ-ナ己 00 m 《〜3 6) 

志霞 ガラス mg 

X 

〇 

(ただし、消火する 
場合びお0ます） 

X 

X 

圧力な ベ 

X 

〇 

(ただし、消火する 
場合びお0ます） 

X 

X 

無水なベ 
多層なベ 

〇 

(油量： 2日日の化^(上） 

〇 

X 

水量： 

(標華バーナ ー: 已 0 CM 〜2む 
馈火カバーナー：己00诚〜3が 


〇 :適する X :適さない施度を正しく検知しなし場合あり） 

中華なべについて 


•なべ底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 
•中華な ベの 種類によっては なべび 安定せず、温度センサーび正し<はたらさません。 
•必ず取っ手を持って調理してください。 
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n ン□をお使いになる前に 












































































コン□をお使いになる前に 


〇 


■温度七ンサーのお手入れはこまめに巧う 
また上下にスムーズに動くことを確認する 

なべ底に密着しなくなり調理ミ由び発义 
する場合びあります。また、動きび悪 
いとなべなどび傾さ、お湯などびこぼ 
れやけどをする原因にち 
なります。なべの重さは 
調理物を含め300旨な上 / 温度センヴー 

必要です。密着しない場 
合、点検•修理を依頼し 
て < ださい。 



s±e. 

日 


■温度七ンサーに強いショックを加えたり 
傷をつけない 

なべ底にセンサーび密着しなくなり、調理ミ由び 
発火する場合びあります。 





タタ飯に適したなべを使いましよう*22 


ぺージ 


炊飯に使巧するなベの種類 

ごはん 

おかゆ 

炊飯 量 •ポイント 

別売の炊飯専用なベ 

RTR -03 D 

〇 

〇 

白米3合、全びゆ0.已合（おかゆを炊く場合、 
吹をこぼれるので、&たをずらして使用し 
てください。） 

RTR -300 D 1 

〇 

〇 

白米3合、全びゆ1合、 t 分びゆ日.己合 

RTR -500 

〇 

〇 

白米己を、全びゆ1合、 t 分びゆ日.己を 

アル S 製のなべ 

〇 

〇 

薄手 （2 mm な下）の場合は焦ばつをやすく 
なります。 

ホ ー □ —ス了ソし 

/ス製のなべ 

〇 

〇 

-白米は焦げる場合びあります。 

-薄手に.已 mmliTF ) のステンレス製のな 
ベの場合は焦ばつをやすくなります。 

市販の±鍋 
別売の巧飯専用±麵 

^ J RTR - 201 白 A 

X 

〇 

おかゆ外は炊けません。 

1 邏駭べ .E 力なべ ^ 

X 

X 

ラまく炊けないので使用しないでください。 

J 


〇 :適する X :適さない（温度を正しく検知しない場合あり） 


なべは正しく七ットする 




なべにふたをして、なべ底の中むび温度センサーの頭部に密着するよラにセツトしてください。 



イ上手に炊飯するためじなベを選ぶ> 


なべの縁は高< 



ふたとなべにすさ間びないむのを！ 


ご、たび重いちのを 


なべは深いものを 

I 吹さこぼれて、ごはんび硬くなつたり焦げたりする原因になります。 
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コンロを使いましよう 


コン□操作の基本 


すべてのコン□には消し忘れ消乂機能びついていますので約] 20分連続使用すると、自動消乂します。 

"♦ 3 • 36 ベ-ジ 


巧 L 準備 


Q ガス栓（ねじガス栓）をを開じする 

機器下方のキャビネット内にあるガス栓（ねじガス 
栓）を全開にします。 

因 □ックを解除する 

点义□ックつまみを左へスライドさせ点义□ックを 
解除します。111412ペー;； 

□ック辭除 


^义力調節 


n 义力調節つまみを左ちにゆっくり 
U スライドさせる 

♦左にスライド：火力び強くなる 
•ちにスライド：火力び弱くなる 


©点义 


〇〇 

□ツク ► 


□ 


操作ボタンをいつぱいに押す 

点乂確認ランフび点なします。 

■点义確認ランプ点打 


〇« 



のバーナーへ义移りしたことを確か 
U めてか6手を離す 


■万一点义しないときは、操作ボ 
タンをいったん消义の状態に戻 
し周囲のガスがな <なってから 
再度点义操作を行う 

すぐに点火操作をすると周囲のガス 
に引义して、を服に燃え移ったり、 
やけどをするおそれびあります。 


〇 



>火力調節つまみの位置が「弱」のとさ操作ボタンを 
押すと「強」の方向に移動します。ただし強火力 
バーナーは中火点火式のため、他のコン□と違い火 
力調節つまみが「中火」の位置に移動しますので強 
めに押して < ださい。 

►すべてのコン□とグ U ルが同時にスパークします。 
これは全個所スパークする構造となっていますので 
異常ではありません。 

>長時間使用していなかったり、朝一番など初めて点 
火するとさは、ガス管内に空気が入っていて点火し 
にくいことがあります。 


66 ■ ~ ろ 

強火 


弱义 


>火力調節つまみを早<操作すると消火したり、炎が 
一瞬大をくなる場をがあります。 



巧!消 义 


□ 操作ボタンを押す 

点火確認ランプが消灯し、操作ボタンが戻ります。 
必ず火が消えたことを確認してください。 

〇-点火確認ランプ消灯 

〇参 


自動消火し/: 



>自動消火したとさは、操作ボタンは戻りません。す 
ぐに操作ボタンを消火の状態に戻してください。 

>操作ボタンを戻すまで、1分ごとにブヴーが r ピピッ」 
と巳回鳴ってお知日せし続けます。|||> 3ペ - y 


C お願い：） 

•使用中、機器下方のキャビネットとびらを速い操 
作で開閉すると、コン□の炎び消义することびあ 
ります。 
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n ン□を使いましよラ 




































コンロを使いましょう 


コン□操作部の使いかた 


センサー解除スィッチ- 


湯わかしスイッチ 


在コン □ 


[ 


タイマ 


] 


ちコン □ 


■を Esk 。■ と UU 

3砂巧し I 沸とう微 A ； ■だ _ 180 おかゆ巧とう消火 

■招除中5分保温■ち ！ -+-1 160 ごはん5分保温 


裤も 


學 


设 


タイマースイッチ 


單軍 


巧 


-コン□タイマー表示部 


-炊飯スイッチ 


コン□タイマー 
セツトスイツチ 


揚げをのスイッチ 


調理油の温度を自動調節【揚げちのモード】 


ぷ図は強火カバーナーび左側の機器の場合です。 
ぷ操作部の詳細は2ページを参照してください。 


標準バーナーで使用でさるモードでず。 

天ぷら-フライなどの揚げものを調理するときに油の温度を一定に保つことびでさます C 


を 


乂 




D 


邀 


標準バーナーの点义操作をする 

点火確認ランプ点灯 

点火操作1"* 17 ペ-ジを参照して < だ 
さい。 

火力調節はなべの大ささに応じた乂 
力にして < ださい。 


►調理の途中でを設定温度を変えることがでさます。 
•消な（取り消し）にすると揚げをのモードが取り消 
され自動判別モード II 時3 ジに設定されます。 



理 


モード設定 


II コン□操作部の[押：開]付近を 
U 指で押す 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 


Q 揚げものスイッチを押す 

揚げをのランフび点なします。 


II 点义後、油が設定 
されが S 風：なると… 

ブヴーび「ピピピッ」と3回鳴つ 
てお知らせします。 


200 
I 180 
160 

す1 




-1 ■揚げちのスイッチの1回目の操作時 
は、180ごに設定されています。 


^温度設定 1 



Q 食材を投入し、調理をはじめる 

自動的に义力調節して油の温度を設定温度に保ちます。 


了 


操作ボタンを押す 

点乂確認ランフと揚げをのランプ 
び消巧し、操作ボタンび戻ります。 
必ず义び消えたことを確認してく 
ださい。 


点义確認ランプ消な 

〇/ 

0# 



Q 揚げものスイッチを押す 

揚げをのスイッチを巧ずごとに、 
「180。巳」一に0〇で」一「1日〇で」一 
消巧瓶り消し）一 nso ’ c 」 '''の順で 
切り替わります。 


感ち I-P t、m て_ 


1200 

180 

160 


〈揚げちの調理の設定温度の目安〉 



1目日 。 C 

とりのからあげ、フ U ッタ ー、 ドーナツ 

18日 。 C 

天ぷら、コ□ッケ、フライ、とんかつ 

2日日 。 C 

クルトン、かきをちあげ 


►揚げをのモードの油の温度は、天ぷら用鉄製なベで 
設定してあります。なべの種類•材質や厚さ、油量 
などにより、設定した温度と異なる場合があります。 
加減してお使いください。 

けよベの材質は、鉄製なベで、油量は已日日 mg 〜1ぶが 
最適です。 

アル S や銅は設定温度より低めに、ステンレス•ホ 
一□一は高めに温度制御します。 

油量が多いと設定温度より低めに、油量がかないと 
高めに温度制御します。 
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コンロを使いましよう 


ま示温度より10で高く設定 （170 で-190で- 210で）をする場合 

最初に揚げものスイッチを巧したときに、そのまま3秒巧し続けることにより、+10にの温度設定が 
で舌まず。 


約3巧 
甲し続けるノ 






〈点滅〉 

190に 



r ピッ」 


r ピッ J 


r ピッ」 


r ピー」 


200 

200 

1200 

:お00グ 

200 

180 

余180 
— ► 160 

180 

180 

180 

160 

—►160 

― ► 160 

—► 1160 



〈点な〉 
20〇で 



〈点滅〉 

210に 



〈点灯〉 
] 曰〇で 


〈点滅〉 

170に 


〈消灯〉 
設定解除 


Q 標準 バーナーの 点义操作を する 

ち、レ滿訝马 


点义操作|||吟 17 ベ-シ'を参照してくだ 
さい。 

乂力調節はなべの大ささに応じた火 
力にしてください。 


点火確認ランプ点な 



n 揚げものスイッチを押すごとに 
U 「ピッ」と1回鳴って170でまで 
10でごとの温度設定ができます 


0 お蘇 桑 作部の[押:開3付近を 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 


fcl 揚げものスイッチを押して 
U 「180で」に設定したまま、揚げ 
ものスイッチを押し続ける 

• 180での設定にすると「ピッ」と鳴りますび、 
そのまま巧し続けてください。 

け甲し続けて、約3秒後） 

•再び「ピッ」と鳴り、190での設定になり、 
180でランプび点滅します。 


200 
米180 
160 



ミ肖乂した場合 


>消义した場合は、この設定は解除されます。ご使用 
の際は、そのつど、設定操作を行ってください。 

>調理の途中でち設定温度を変えることびでをまず。 


0 n ン□を使いましよラ 
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コンロを使いましょう 


高ミ豆調理をする【センサー解除モード】 


強义カバーナーで、いる料理やあぶり料理などのか 5 焼をにちかい高温調理をしたいとさに使用で去るモー 
ドでず。またなベを振る調理で弱义になるとま障びある場合や、凹んだなべを使用ずる場合、なべをのせず 
に料理ずるときにも使用できるモードでず。焦げつき消义機能と天ぷ 5 油過熱防止機能を一時的に解除し、高 
温調理びできます。（約30分間使用でさます。） 


f 1 ) 点 义 _ 

Q 強义カバーナーの点义操作をする 

点义操作 III * 17ベ-シ'を参照してください。 


百 


[ + ]、[ — ]スイッチを押す 

• [+] スイッチ （1 回巧し）：1分増えます。 
•[-] スイッチ （1 回巧し）：1分減ります。 

• [+] スイッチ（巧し続ける）：已分刻みで 

i 巧夕丰オ 

•[-] スイッチ（巧し続ける）：已分刻みで 

減ります。 


点义確認ランプ点口 — —- 



^ モー ド設定 _ 

□ 操作部の[押：開]付近を指で巧す 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 

B センサー解除スイッチを3秒長押しする 



• 30 分 liLb の設定でち高温温調に達すれば最大 
30分で自動消义となります。 

•タイマースイッチを巧して時間を変更した場合で 
ち、をラー回タイマースイッチを巧すと時間変更 
び解除になり、そこか5 30分で自動消火となり 
ます。 


表お部に「 I 」一「一 I 」一「し1」 
-「>ご」と表示されます。り D 」 び表 
示されたとき、「ピピピッ」と1回鳴っ 
てお巧5せすると同時にセンサー解除 
ランプび点なし、センサー解除モード 
に設定されます。 


3秒巧し 
■陋除か 


じンサ- 


簿)調 理 _ 

Q 食材を投入し、調理をはじめる 


今取り消しする場合 

Q センサー解除スイッチを巧す 

センサー解除ランプが消灯しまず。 

今時間を設定する場台 

使用時間を1〜目日分の間で設定できます。 



なべの 異常過熱を防止す るた め、強火•弱火と火力 
が自動的に切り替わることがあります。 


また、弱火状態でをセンサー温度がさらに上昇した 
場合は、温度センサー過熱防止機能がはたらさ、自 
動消火します。 

•再点火してを火びつかない場合は、しばらく待って 
から行ってください。 

\_ ノ 


Q タイマースイツチを巧す 

タイマ-ランプが点灯し、 

表示部に‘‘）"分が表示さ 
れます。 

(同時に使用しているとき 
は、標準 バーナーを 最初に 
表のします〇) 


0約30巧経過すると… 

ブヴーび「ピー」と3回鳴ってお巧 
らせし、センサー解除ランプび消な 
し、自動消火します。 

また、表示部に"日日"と ‘‘-3"び 
交互に点滅します。 


3秒 巧し 
お除中 

じンサー 
解除 
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□ 自動消义後、操作ボタンを巧す 

消义操作 III * 17 ぺ-ジを参照してださい。 


点火確認ランプミ肖'な- 


ち 




► 消义の状態に戻すまで、強乂カノ（ーナーの点义巧認 
ランプは点滅し続けます。 


今時間を設定した場合の終了 
H 設定時間終了 30秒前 


になると… 

ブヴーび「ピピピッ」と吕 
回鳴ってお知らせすると同 
時に秒表示に変わります。 


(秒表お） 


Q 設定時間が終了すると… 

ブヴーび「ピー」と1回鳴 
つてお知らはし、タイマーラ 
ンプと点乂確認ランプとセン 
ヴー解除ランプび点滅し、自 
動消义します。 


1 タイマー 1 

後 1 

B 分 

だ 


來ち 

1 +J 

© 

— 


g 自動消义後、操作ボタンを押す 

消乂操作 III * 17ペー;；を参照してください。 
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コンロを使いましよう 

瑜終 7 


n ン□を使いましよラ 





















































コンロを使いましょう 


ごはんもおかゆもコン□で炊ける【欣飯モード】 


標準 バーナーで 使用でさる モー ドでず。 

「ごはんモード」と「おかゆモード」びあります。また、別売の炊飯専用なベ III * 49 ジをお使いいただくと、 
上手に炊飯でさます。 


I お米の準備【欣飯モード】 


I か飯モードを使ラ前のお米の準備について説明しています。 


か お米をはかる _ 

g 180 の《用計量カップでお米をはかる 

ISOffi 《用計量カップを使うと、1 カップで米 1合になります。 
• 1回で炊ける量は、 

ごはん：1 〜已合 （已合な上は炊けません） 

おかゆ：全びゆは1 合な下 （約已人前） 

t 分びゆは0 .已合な下 （約3人前） 

ををお米を統う 

n たっぷりの水でさっと 
U かき混ぜ、水を素早< 

捨てる 

B 「かき混ぜ^先い流す」を数回繰り返す 


にごりびラすくなるまで手早く洗ってくださし、 



■無洗米の場合は、1、2度すすいでにごりをかなくしてく 
ださい。にごったまま炊飯するとデンプン質びな源し、炊 
飯不良の原因になります。 


^水力日減をず る 



•白米について 


-新米はやや水をかながにしてください。 

•無洗米について 

-無洗米は水を力にると表面に気泡ができて、水が腮収されにくく 
なります。一度洗い流すか、よくかさ混ぜて気泡を飛ばしてくだ 
さい。 

-水の量を約3%程度多くする。または、無洗米専用計量カップ 
を使ってください。 

-別売の炊飯専用なベ ( RTR -03 D ) で3合を炊くと、吹さこぼ 
れる場合があります。 

•腔す精米、輸入米、古米、麦ごはんについて 

-水に浸してから炊飯してください。 

. 水をやや多めにしてください。 

•おかゆについて 

-途中でかさ混ぜると焦げつをやすく、粘りがでて風巧が悪 
<なります。 

-塩はでき上がる直前に入れてください。 

-出し汁やお茶を使ったおかゆをでさます。 

•炊さ込みごはんの場合は、具の重量と同じ程度の水をを分に 
加える。別売の炊飯専用なベ （ RTR -03 D ) で3合を炊くと、 

吹さこぼれる場合があります。 

•お米が入っている袋に記載してある内容历法、手順など）を 
確認してから炊飯してください。 

V _ y 

お米を水に浸す 



新米-ち米、かため-やわらかめなど、巧みに応じて水を 
加減して < ださい。 

炊飯に適したなべを使用してください。 III * 、らベリ 

n 180 讯《巧計量カップで水をはかる 

18 CM 用計量カップを使うと、1 カップで水 18 CM に 
なります。 


〈水加減の目安> 


米の量 

か量 

炊飯 

おかゆ 

容量（重量：合数） 

全びゆ 

t 分びゆ 

4已 (38 巨： 0.2 已合） 

— 

3 GO mi 

47日/が 

90M (7 已呂： 0.已合） 

— 

已40讯谷 

G30m^ 

180 (1 已〇吕 

1合） 

3日日/が 

90 CM 

— 

270M (22 已邑 

1.已合） 

390771^ 

— 

— 

3607が （300 邑 

2合） 

480771^ 

— 

— 

4已 Omf (37 已呂 

2.已合） 

已8日/が 

— 

— 

己 40ffl《（4 已〇邑 

3合） 

670 mi 

— 

— 

720（己00呂 

4合） 

9 3日证夕 

— 

— 

900111 £ (7 已〇呂 

巳合） 

113日/が 

— 

— 


ごはん モー ドやおかゆ モー ドの 場合、浸しおさをしてください。 

〈お米を浸ず時間の目安〉 


お米の種類 

お米を水に浸ず時間 

音〜夏 

秋〜冬 

1 

白米-無洗米 

30分し U 上 

日0分し化 

胚芽精米-輸入米- 
ち米- 麦ごはん 

目0分しん h 

日0分し化 

おかゆ 

〇〜30分 

〇〜30分 


• 無洗米の場合は必ず浸しおさをして、炊いてくだ 
さい。吹きこぼれる場合びあります。 


• 洗米した後、必ず30分！;!上水に浸してから炊飯してくださ 
い。 

■洗米してすぐのお米を、炊飯するとごはんび硬くなります。 
■一度水に浸したお米は、砕けやすくなります。砕け米び混じ 
つたり、お米をとざ足りない場合はにおい、黄ばみ、炊飯 
びラま < でさない原因になります。 





















































コンロを使いましよう 


ごはんを欣く【欣飯モード】 


機器を囲う油ガードなどを設置ずると排気の流れび変わり、燃焼不良となり、 
炊をムラなどの原因になりまず。げ飯時は油ガードを取り除いてください。 


点火 


g 標準バーナーの点义操作をする 

点火操作 III 吟17ベ-ジを参照して 
<ださい。 


点火確認ランプ点な 

〇/ 

〇参 


^义力調節 



Q 义力調節つまみを贼飯位置に台わ 
せる rr ^ 


义力調節つまみをちに 
ゆっくりスライドさせ 
ます。 

- 


■ジ- 


炊飯位置に合わせるとさは、強の位置から合わせて 
<ださい。 

■乂力び炊飯位置より大さいとごはんは硬めに、乂力 
びルさいとごはんはやわらかめに炊けます。 


^モード設定 


□ 


因 


コン□操作部の[押：開]付近を 
指で押す 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 


タタ飯スイッチを押す 

ごはんモードに設定され、炊飯ラン 
フび点なします。 

の飯スイッチを巧すごとに、 

「ごはん」一「おかゆ」一「ごはん」 
'''の順で切り替わります。 


おかゆ 

ごはん 





»3合 (450 旨)炊飯の場合、通常は約22分で炊を上 
げ、その後むらし約10分です。 

* おかゆモードの場合、約3巳〜巳0分で炊さ上びります。 
►火力調節つまみを炊飯位置にをわせたあと、でさる 
だけ早くモード設定をしてください。 

パ欠飯の途中で炊飯モードを切り誓えたり、他のスイ 
ツチを押さないでください。ラまく炊飯でさない場 
含があります。 

パ欠飯モードを解除するとさは、いったん消火してく 
ださい。 

解除後は自動判別モード3ぺ-ジに設定されます。 


巧け巧 飯 



□ 


ごはんが！炊き上がると自動消义し、 
むらしタイマーが自動でスタート 
する 


点火確認ランプ点滅 



ブヴーび「ピピピッ」と3回 
鳴ってお知 b せし、点火確認 
ランフび点滅します。 

同時に、約] 0分間のむらし 
タイ7— びスタートします。 

むらし中は、巧飯ランプは点打しています。 

R むらしタイマーが終了すると… 

ブヴーび「ピー」と1回鳴ってお知らせ 
し、炊飯ランプび点滅します。 ，、一 



巧 


を 

□ 


* むらしが終わるまでふたを開けないでください。 

•むらし後、ごはんをほぐしながらよくかき混ぜてく 
ださい。余分な水分が逃げ、ごはんがおいし<なり 
よす 0 

• おかゆモードの場合はむらしの必要はありませんの 
で、炊き上がりますと自動で消火し、ブヴーが r ピー」 
と1回鳴ってお知らせします。 

•炊き上がりは、お米の種類、水の量水に浸す時間、 
乂力などにより変わります。お好みに応じて工夫し 
てお使いください。 


7 


む6しタイマー終了後、操作ボタン 
を押す 

消火操作 111*1 7 ペ-ジを参照してください。 


>消火の状態に戻すまで、炊飯ランプと点火確認ラン 
プは点滅し続けます。 

>2度炊さや温め直しはでさません。（焦げつくこと 
があります） 

>炊さ上がったごはんからおかゆ（雑炊）を作るとさ 
は、手動で調理してください。 

>おかゆの加熱途中でかさ混ぜすざると、米粒がつぶ 
れ、粘0がでたり、焦げつをやすくな0ます。 

"欠さこぼれる場をはふたをかしずらしたり、持ち上 
げた0して吹さこぼれないよラにして<ださい。 

► おかゆの炊さ上が0で、水分量が多い場合は再点火 
し、様子を見ながら火力調節をしてください。 
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コンロを使いましょう 


お湯をわかす【湯わかしモード】 


強义カバーナ ー• 標準パ‘ーナーにて同時に使用でさまず。 

「已分保温モード」と「沸とラ消乂モード」の2つのモードびあります。調理用途によりどちらかを選択し 
て < ださい。 

C 5 巧保温モード ） 〔沸とう消义モード) 

沸とラ後、自動的に弱火になります。 沸とラ後、自動消火します。 

沸とラ後、已分保温して自動消义します。 





弱义 




分保温モード【湯わかしモード】 

評)点 乂 _ 

Q コン□バーナーの点义操作をする 

点义操作 III * 17 ベ- ジを参照してく 
ださい。 

义力調節はやかんやなべの大ささ 
に応じた乂力にしてください。 


^ モード設定 

II コン□操作部の[押：開]付近を 
U 指で押す 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 

H 使巧するコン□①續わかしスイッチ 
U を1回押す 

已分保温モードに設定され 
湯わかしランプび点なしま 
す。 


0沸とうすると… 

ブヴーび「ピピピッ」と3回鳴ってお知らせし、 
弱义になります。 



■沸とラして弱义になると、乂力は変えられません。 
■沸とラしてか6ブヴーび鳴るまで、多少時間びか 
かる場合びありまず。 

V_ y 


巧とう消义 
15分保湿 




□ 5巧後…（湯わかし5巧保温） 

ブヴーび「ピー」と1回鳴ってお知らせし、湯わか 
しランフと点火確認ランフび点滅し、自動消火しま 
す。 

@自動消义後、操作ボタンを押す 

消火操作1"* 17 ベ-ジを参照してください。 


I ■ミ肖火の巧!! 


>消火の状態に戻すまで、湯わかしランプと点乂お 
認ランプは点滅し続けます。 


、 

ノ 

夺取り消しする場合 



g 湯わかしスイッチを2回押す 

湯わかしランプび消なします。 

湯わかしスイッチを巧すごとに、 「已分保温」 
一「沸とラ消火」^消巧（取り消し）^ 

「已分保温」 '''の順で切り替わります。 



>消な（取り消し）にすると湯わかしモードび 
取り消され自動判別モード|||> 3ベ-ジに設定さ 
れます。 
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コンロを使いましよう 


.沸とう消义モード暢わかしモード】 



A 


□ コン□バーナーの点义操作をする 


点乂操作 III* 17ぺ-ジを参照して 
ください。 

火力調節はやかんやなべの大さ 
さに応じた火力にしてくださ 
し、 


^モードの設定 


点火確認ランプ点な 

〇/ 

〇参 



II コン□操作部の[押：開]付近を 
U 指で押す 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 

R 使巧するコン□①湯わかしスイッチ 
U を 2 回押す 


今取り消しする場合 

g 湯わかしスイッチを1回押す 

湯わかしランプび消なします。 

湯わかしスイッチを巧すごとに、「已分保温 J 
-「沸とラ消义」^消巧（取り消し）^ 
「已分保温」'''の順で切り替わります。 



沸とラ消义モードに設定され湯 
わかしランプび点巧します。 


■沸巧肖义 
5分保温 


B 沸とうすると I 



ブヴーび「ピー」と1回鳴ってお知らせし、湯わか 
しランフと点义確認ランプび点滅し、自動消火しま 
す。 


>沸とラしてか5ブヴーび鳴るまで、をか時間びか 
かる場合びあります。 


□ 自動消义後、操作ボタンを押す 

消火操作 III * 17ぺ -y を参照してください。 



>消乂の状態に戻すまで、湯わかしランプと点乂確認 
ランプは点滅し続けます。 


>消打（取り消し）にすると湯わかしモードび 
取り消され自動判別モード1114 3 ぺ-ジに設定さ 
れます。 


•底の平 b な金属製のやかんなべにさちんとふたをして 
(標準バーナー：已〇 OmB 〜 2C、 強义カバーナー： 
已〇 Om e 〜3 e) の水を入れてお使いください。 

•沸とラするまでの間は、ふたを開け閉めしたり、中の 
水をかさおだたり、なべを動かしたり、水や具を入れ 
て使用しないでください。温度センサーび正しく検巧 
しない場合びあります。 

•一度わかしたお湯（約70でな上）を再び湯わかしモー 
ドでわかすと、100でになる前に沸とラしたと判断す 
る場合びあります。 

•なべなどの材質、形状、水量により沸とラのお知らせ 
び吕〜3分遅れる場合や、100でよりほめで沸とラし 
たと明断する場合びあります。また吹さこぼれる場合 
をありますので、やけどにを意してください。 

•やかんやなべなどの底びミちれていたり、さびていたり 
すると、100でよりほめで沸とラしたと明断する場合 
びあります。 

•沸とラしてを弱义になる時間び遅い場合や沸とラして 
いないのに弱义になる場合、お知らせ時間のタイ5ン 
グを変更することびでさます。 "'4 36 

•湯わかしスイッチを巧してモード設定した場合でを、 
約10砂経過後、再度湯わかしスイッチを巧した場合、 
設定したモードは解除されます。（ただし、バーナーは 
消乂しません。） 


-- n ン□を使いましよラ 
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n コン□バーナーの点义操作をする 

■■ 点火確認ランプ点口 I 

点义操作 III * 17 ぺ-ジを参照して 
ください。 

調理に応じた火力にしてお使い 
ください。 


^モード設定 



Q 設定時間終了30秒前になると… 

ブヴーび「ピピピッ」と3回鳴つ 
てお知らせすると同時に秒表を 
に変わります。 


u コン□操作部の[押：開]付近を 
U 指で押す 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 


0タイマースイッチを押 
し、使用するコン□を 
設定する 

設定したコン□のタイマーラン 

フび点巧し、表示部に‘‘！"分び 
表示されます。 


今取り消しする場合 

n タイマースイッチを巧す 

タイマーランプが消灯ずるまでタイマース 
イッチを押してください。 



^時間設定 


1 タイマー 1 

1 を tfHh 

■左 


■ち 

+ 

の : 



Q 設定時間が終了すると… 


ブヴーび「ピー」と1回鳴って 
お知らはし、設定したコン□の 
タイマーランプと点火確認ラン 
プが点滅し、自動消火します。 


1 タイマー 

■を1 

B 分 

(だ 


勢:ち 

+ 

の 

It] 


B 自動消义後、操作ボタンを押す 

消乂操作 "4 17 ぺ-ジを参照してください。 



調理時間を、1〜90分の間で設定でさます。調理中でち, 1 
[+]、[一]スイッチを巧すと、設定時間び変更できます。 


n [+] 、 [—] スイッチを押す 


•[+] スイッチ （1 回巧し）： 
1分増えます。 

•[-] スイッチ （1 回巧し）： 
1分減ります。 

•[+] スイッチけ甲し続ける）： 
已分刻みで増えます。 

•[一]スイッチけ甲し続ける）： 
已分刻みで減ります。 



>操作ボタンを消义の状態にしないとを、表示部の分 
は約10秒後に消打します。（消义の状態に戻すまで、設定 
したコン□のタイマーランプと点乂確認ランプは点滅し続 
けます。） 

>タイマーはタイマースイッチを巧すことにより途中で他の 
コン□に変更びでをます。この場合、表示部に"}"分と表 
おされます。再度時間設定をしてください。（この場合、ろ 
まで使用していたコン□タイマーは解除されます。） 

>タイマースイッチを巧してモード設定した場合でち、約 
10秒経過後、再度タイマースイッチを巧した場合、設定 
したモードは解除されます。（ただし、バーナーは消乂しま 
せん。） 


コン□を使いましょう 


設定した時間でコン□を自動消义【コン□タイマーモード】 


強义カバーナ ー• 標準バーナ ー• ルバーナーいずれかのパ‘ーナーのみの設定び可能でず。 

•標準バーナーで炊飯モード-揚げちのモード-湯わかしモードを使用している場合は、タイマースイッチ 
を押してを標準バーナーをコン□タイマーモードには設定でさません。 

•標準バーナーで炊飯モード • 揚げをのモード • 湯わかしモードを使用している場合でを、強火カバーナー 
またはルバーナーでコン□タイマーモードの設定はでさます。 

点_乂 _1^時間終了 •自動消火_ 
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ヴリルをお使いになる前に 


ヴリルの取り扱いと準備 


ヴリルの取り出し ® ヴリルをネリゆて使うときは 


□ グリルとび6をゆっくり引き出す 

いっぱいに引さ出すと、グ U ル皿は水平のまま止ま 
ります。 


コ r 

1 水平 



、ム 


言- 

All) 0 D 1 D D U U D g U 

nnmjjjj 


1 



グリルを取り出したり、持ち運ぶときは… 
Q グリルとびらをいっぱいに引き出す 



グリルとびらを両手で持ち上げて、取 
り出す — 



>グ U ルとび6を強く持ち上げると、グ LU レ皿に傷び 
ついてク U アコートびはびれる原因になります。 

>グ U ルとび5やグ U ル皿受けをはずず場合は 
1"* 39ページを参照してください。 


Q 徊包部材をすベて取り除く 

庫内の紙ゃ捆包部材をすベて取り除いて < ださい。 
残っていると、発火の原因になります。 

Q 約7巧間から焼きをする 

部材に付着している加工油を焼さ切ります。 

グ U ルの操作については III* 29 ベ - ジを参照してくださ 
い。 

，っ 


-•グリル焼網す 


J ル焼網や下火カバーを取り出してから焼をして 
ください。 

>排気口や排気口 LU がからを煙が出ますが、異常では 
ありません。 

>から焼を時に、グリル過熱防止センサーが作動し、 

自動消火する場合があります。また表示部がて'三'’’ 
と"■与"を交互に点滅します。 

この場を、約5分間待ってから、再度点火操作をし 
て < ださい。 




グ U ルをお使いになる前に 

































ヴリルを使いましよう 


魚の焼きかた 


魚の下ごしらえ 


•を凍の魚： しっかり解凍してください。 

しっかり解凍しないと魚び焼を上びる前に、巧 
全機能び作動することびあります。 

•生魚： 水洗いしたあと、水気をよくふき取ります。 

•みそ農けやかず農け①魚: みそやかすをよくみき取ります。 

^塩焼きの下ごしらえ 

鮮度や材料にあった塩加減び必要です。塩をつけると、身 
びしまって身崩れしにくくなります。一般に鮮度び落ちた 
をのは塩ををめにします。 

• さばやいわしなど脂肪分びをい背の青い魚は… 

»►をめに塩をして、時間をおく 

しっかりと身をしめます。 

•白身魚は… 

W かなめに塩をふり、おき時間も短めに 

•川魚やいか、えび、貝などは… 

W 焼く直前に塩をふる 



逆 


D 


因 



•オートメニューモードで焼く場合は、予熱はしな 
いで < ださい。 


^ヴリル焼網に魚を置く 

魚は頭び奥に、尾び手前になるよラに置いてください。 





^魚を焼く 


魚を2匹焼く場合魚を3匹し U 上焼く場合 


グ U ルの操作には、素材に含わせて焼さ時間や火加減を任 
意で調節する マニュアルモード|"4 29 ジと、焼さ時間と 
火加減を自動で調節する才 ートメニューモード 1"* 31 ベ-ジ 
があります。 



>たれつさのつけ焼さや照り焼さ、下味をつけた魚な 
どは、焦げやすいので、弱火でゆっくりと焼いてく 
ださい。 


►魚の重量の約2〇/〇の塩をつ バレニは< 

けます。身の厚いところに 
は厚く、うすいところには 
ラす <つけます。 

•尾やひれは特に焦げやすい 
ので、多めに塩をつけてください。また、アルミは 
くで包んでおくと、焦げかたがかなくなります。 

ヴリル焼網に魚を置く前に 

両面焼グ U ルは、上火•下火両面から加熱するため、片面 
焼グ1」ルに比べ煙びをくでたり、魚びグ U ル焼網に付着し 
やすくなることびあります。魚びグ1」ル焼網に付着しやす 
くなるのは下义バーナーの熱により魚から出たタンバク質 
び固められ、グ1」ル焼網の周囲に固着したままになること 
び原因です。 


^魚を取り出す 


n 魚とっての切りこみをグリル焼網 
に台わせる 

B 焼物の下側に魚とってを入れて取 


グリル焼網に油を薄く 
塗る 

魚びグ I 」 j レ焼網にくっつさにくく 
なります。 


約1〜2巧間か6焼き(予熱)をする 

焼さ上びり後、材料びグ U ル焼網に付着しにくく、 
取り出しやすくなります。グ U ルの操作については 
III * 29 ベ-シモ参照してください。 



• 両面焼グ U ルは、上下の焼さかたび違ラので、 
表と裏の焼さ色び同じになるとは限りません。 
上火、下义それぞれの义力調節 III * 30 心ジを利 
用してお好みの焼さ色にしてください。 

• グ|」ルを続けて使用する場合は日分程度間をあ 
けてください。庫内び高温のまま焼さ始めると 
中まで火び通 b ないラちにグ U ル過熱防止セン 
ヴーび作動し、自動消义する場合びあります。 

•魚とってはグ U ル庫内に保管しないでくださ 
し、魚とってびグ U ル庫内で引っかかり、グ U 
ルとび5び引き出せなくなることびあります。 

• I -ーストやクッキーなどの調理は便利な別売の 
I ストフレート RCP -72 V を用意していま 
す。 III * 49ベ-ジ 
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IjP グ U ルを使5ましよ ラ 





























































—グ I 」ルタイマーセットスイッチ 


オートメニュースイッチ焼き加減スイッチ 


クリルを使いましよう 


ヴリル操作部の使いかた 


焼き加減ランプ 


才ートメニューランプ 


^干牧 
I の臭 


ヴリル 


I 強 
;巧 




•グ u ルタイマー表示部 


1 


認ランプが点のしたら手を 


火確認ランプ片 



を場合のよラにグ U ル庫内の温度がある程度 
犬態のとさは、表示部には"ヒ|"分が表示さ 
タイマーセツトは庫內温度により最大8分 
たでとなります。 

] とグ U ルが同時にスパークします。これは、 
クする構造となっていますので異常ではあり 

ごいなかったり、朝一番など初めて点火する 
量內に空気が入っていて点火しにくいことが 


Z 


ク ' U ルは点火ずると自動的にタイマーモードに設定されまず 


た準 


備 


因 


はなす 


D 


ガス栓（ねじガス栓）を全開にする 

機器下ちのキャビネット内にあるガス栓（ねじガス 
栓）を全開にします。 

□ックを解除する 


H □ツクを解隙する 解除< 

点义□ックつまみを左へスライド 广 I —»，'—で 
させ点义□ックを解除します。 V ' '—-0 

III * 口ぺ -y □ ツク ► 


百 

巧 


曰 

回 

2 ) 


魚の下ごしらえをする 

■4 28ベ-シモ参照してください。 

下义カバー、グリル皿、グリル焼網を 
七ットする 

さ部品のセット III * 13ぺ-ジを参照してください。 

グ U ル皿には水を入れないでください。 

続けて使用するとさはそのつど脂を取り除いてくだ 
さぃ。 

グリル焼網に魚を置き、グリル 
とびらを閉める 

グリル操作部の[押：開]付近を 
指で押す 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 


乂 



D 操作ボタンをいつ 
ぱいに巧す 

义力表示ランプと、表示 
部に"分び点口します。 


田 


^9 9 9 

火力表示ランプ—^ 

点打 ttt 




才-卜 

焼き 



にユ- 

，如励 


ブリル 


□ 

干物強^@分 
切身中 
姿焼弱 


上びっている;！. 
れます。また、 
または1日分ミ 
>すべてのコン[: 


ません。 

>長時間使用し~ 


あ0ます。 
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■万一点义しないときは、操作ボ 
タンをいったん;肖义の状態に戻 mm 
し周囲のガスがなくなってか6 
再度点义操作を行う 

すぐに点义操作をすると周囲のガス 
に引义して、巧服に燃え移ったり、 

やけどをするおそれびあります。 


.アルモード 


焼き時間や火加減を任意で調節マニこ 


す 

ま r 

、ソす 

まます 

合^い 

易に度 

糾合こ 

焼場苗 

ど焼く 

なを究 

き含 

らなご 

ひ身丸 

の切を 

まのま 

ん也ん 

さ d さ 

ややや 

じばじ 

おさ友 


/ 

t 


i 


因 




グ U ルを使いましよラ 













































































ヴリルを使いましょう 


^時間設定 


加熱時間を、1〜1日分の間（庫内の温度びある程度上昇 
している場合は]〜8分または10分の間)で設定できます。 


田 


[ + ]、[ — ]スイッチを押す 

加熱時間をセットします。 

• [+] スイツチ巧し：最大1已分。ヴ IJ ル 
(庫内温度びある程度上びってい 
る場合は、8分または10分）I強匯 qy 分 

か,_ 


瑜調 a 終了 -自動消火 

g 調理終了 30秒前になると… 

ブヴーび「ピピピッ」と3回鳴ってお知らせすると 
同時に秒表示に変わります。 


卜]スイッチ巧し：最ル1分。 


I 弱 


因 




加熱時間をセットしない場合、点火してから9分 
後（庫内温度がある程度上がっている場合は日分 
後）に自動消火します。 

•調理中に[+]、[一]スイッチを押すと、加熱時間 
び変更でをます。 

•加熱時間の目安は付属のクックブックをご覧くださ 
い。 

V_ y 


加熱時間が終了すると… 

ブヴーが「ピー」と1回鳴ってお知 
らせすると同時に表示部は"己’’分 
になり、点火確認ランプが点滅し、 
自動消火します。 


•強 i 

担巧 

■中 


1弱 

+ 

U (秒表示) 

1 強 B9 分 

1¢ 


•弱 

+ 


感終 


了 


^火力調節 


Q 自動消义後、操作ボタンを押す 

消义の状態に戻して < ださい。表を部の‘‘ 
点火確認ランプび消巧します。 

必ず消火したことを確認してください。 


分と 


火力は4段階あり、それぞれの段階に乂力を調節でさます。 

g 义力切替スイッチを押す 

义力び調節でさます。合わせた段階の乂力表おラン 
プび点巧します。 

♦义力切替スイッチを巧すと下図のよラに乂力び変 
化していさます。 



点义確認ランプ消な 





•グリルを使用している場合、グI」ルとびらはゆつ 
くり開閉してください。をい操作で開閉するとコン 
□やグ U ルの炎び消える場合びあります。 
•連続して魚を焼かれる場合は、巳分程度時間をお 
いてから点火してください。グI」 J レ庫内の温度び高 
くなっているため、焼く魚の種類によっては過熱防 
止装置び働いて自動消乂することびあります。 


>操作ボタンを消义の状態にしないとさ、表示部の 
" 0 " 分は約10秒後に消打します。 

>自動消乂したとをは、操作ボタンは戻りません。す 
ぐに操作ボタンを消义の状態に戻してください。 

>操作ボタンを戻すまで、1分ごとにブヴーび r ピピッ」 
と巳回鳴ってお知日せし続けます。 III* 3ぺ-ジ 


1111グ U ルを使5ましよラ 
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ヴリルを使いましよう 


き時間や火加減を自動で調節【オートメニニ 


生魚の姿焼や、切身、干物などを自動で焼を上げまず。 

I おずお守り < ださし、 ) 


•グリル皿には水を入れないでください。 

•予熱はしないで < ださい。 

• 魚じ(外の調理には使用しないでください。 

•冷凍魚は解ましてから焼いてください。（を凍のまま焼くと焼さ色び薄かったり中まで火び通らないことびあ 
りまず。） 

•オー トメ ニュー モー ドで調理中はグ U ルとびらを開けないでください。 

• オートメニューモードで焼さ上げ後に焼さ足したい場合、おずマニュアルモード（手動調理）で焼さ足しを行っ 
てください。 

•種類ゃ大ささの異なる魚を同時に焼かないでください。 

•オートメ ニューモー ドでスタートして、30秒後じ(降にオートメ ニューモー ドを解除したい場合は、操作ボタン 
を巧して一度消火してください。 

•魚を一度焼きかけて消火し、再度点火して調理ずる場合はオートメニューモードでは焼かないでください。 
(魚び焼けすざてしまいまずのでマニュアルモードをお使いください。） 


上手に調理ずるために 


•オートメ ニュー モー ドでは]匹の場合はグ U ル焼網の左ちどちらかに置いた方び上手に焼けまず。 

• 2回連続で焼く場合に、庫内温度び高いとオートメニュースイッチを受け付けない場合びありまず。その場 
合は、消火した状態でとびらを開けて已分程度待ってからお使いいただくか、または マニュアル モードでお 
使い < ださい。 

•魚の焼け具合は必ずしち一定ではなく、脂ののりかた、鮮度、保を状態によって焼さ色び薄くなったり濃くなっ 
たりずることびあります。（脂ののりび良いほど焦げやずくなります。） 


を 


準備 


曰 I 端 f 作部の [押:開] 付近を 


D 

因 


因 


巧 


回 


ガス栓（ねじガス栓）を全開にする 

機器下ちのキャビネット内にあるガス栓（ねじガス 
栓）を全開にしまず。 

□ックを解除する 

点乂□ックつまみを左へスライドさせ点义□ックを 
解除します0 |"*12ぺ-ジ 
解除 


感 


巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 


乂 


□ック ► 

魚の下ごしらえをする 

才ートメこューモードのメこュー表…吵33ぺ-ジを参照 
してください。 

下义カバー、グリル皿、グリル焼網を 
七ットする 

各部品のセット III * 13ぺ-ジを参照してください。 

グ U ル皿には水を入れないでください。 

続けて使用するとさはそのつど脂を取り除いてくだ 
さい。 

グリル焼網に魚を置き、グリル 
とびらを閉める 


B 操作ボタンをいつ 
ぱいに押す 

义力表示ランフと表を部 
に" g " 分び点なします。 

因 

火力表示ランプ 

点'な 6 6 6 


B 点义確認ランプが点のしたら手を 
U はなす 


点义確認ランプ点灯 



グリル 

干物 

強1 

の身 

巧 

姿焼 

弱 

才-卜 

焼き 

メニ]- 

加减 


分 




>すべてのコン□とグ U ルび同時にスバークします。 
これは、全個所スバークする構造となっていますの 
で異常ではありません。 


® グリルを使いましよラ 
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ヴリルを使いましょう 


^モード設定 


□ 


オートメニュースイッチを押し魚の状 
態を設定する 

焼き加減スイッチを押し焼き加減を設 
定する 

r 姿焼」ランプと「中」ランフび点なします。 
♦オートメニュースイッチで、魚の状態を設定します。 
オートメニュースイッチを巧すごとに 、 r 姿焼」一 
r 切身」一「干物」一消打（取り消し）一 r 姿焼 J …の順 
で切り替わ0まず。 

•焼を加ミ咸スイッチで、焼を加減を設定します。 
焼を加減スイッチを巧すごとに、「中 J ^「強」^「弱」 
^ 「 tj …の順で切り替わります。 


^ 調 a 終了 -自動消火 

g 調理終了 30秒前になると… 

ブヴーび「ピピピッ」と3回鳴ってお知らせすると 
同時に秒表示に変わり、オートメニューランプと焼き 
加減ランプび消なします。 

グリル 

I 干物強巧 
I の身中 
〔姿焼 I 弱 


ヴリル 


干物-強 
〔の身■中 
■姿焼.弱 

朽 


巧 


證！ 


‘、♦点火後3日砂 t 


け少じ(内にオート ニュースイッチを巧し 
てください。3日秒を超えるとスイッチを受け付け 
ません。（焼さ加減はオートメニュースイッチ操作 
後約9日秒まで変更巧能です。） 

►庫内温度がある程度高い場合はオートメニュースイ 
ッチを受け付けません。消乂した状態でとびらを開 
けて已分程度待ってからお使いいただくか、また 
はマニュアルモード（手動調理） III 岭 29 • 30 ベ-ジを 
使用してください。 


到 


需！ 


Q 加熱時間が終了す 
ると… 

ブヴーび 「ピー」と1回鳴つ 
てお知らせすると同時に表 
お部は" G " 分になり、点 
义確認ランフび点滅し、自 
動消火します。 


1 ヴリル 1 

1 干!®強1 
'切身中 

1: 姿焼■弱 

曲 

+ 1 

才-卜焼き 
にユ-加減 


調理終了 3日砂前から加熱時間の終了までの間、焼 
さをのの焼さ加減を見てさらに焼さ色をつけたいと 
さは [+] スイッチでお好みの時間を分単位で設定 
でさます。 

V _ _ 


澄)終 


了 


g 自動消义後、操作ボタンを巧す 

消火の状態に戻して < ださい。表示部の" 
点火確認ランプが消灯します。 


分と 



点火確認ランプ消な 


>操作ボタンを消火のが態にしないとさ、グリル表示 
部"己"分は約1日秒後に消口します。 

>自動消火したとさは、操作ボタンは戻りません。す 
ぐに操作ボタンを消火の状態に戻してください。 

>操作ボタンを戻すまで、1分ごとにブザーが r ピピッ」 
と已回鳴ってお知6せし続けます。 "1*3 ぺ-ジ 


g グ U ルを使5ましよラ 
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ヴリルを使いましよう 


才ートメニューモードのメニューま 

下記の表はオートメニューを使った場合の調理例でず。 

下記の魚じ(外は手動調理してください。（火力と時間の目安 III * 35 ぺ-ジ） 



姿焼 


(弱） 


(中） 


[かさめの生魚 
(約50§ムソ下)] 

きす1〜6匹 
ルあじ' 


[中程度の生魚 
(約100〜 200 g )] 


あじ 

いさき 

さんま 

しめし 

をな） 

にじます 


1〜3匹 


14 


[塩漬け] 


塩さんま1〜4匹 
(約130〜200呂) 


たい（ル）1匹 （300 有な下） 
きす1〜4匹（已 Og な上） 


(強） 


[大きめ①生魚 
(約200呂1：>(上)] 


あじ 
いささ 


3〜4匹 


たし'!1匹（約30日〜4日日呂) 


切身 


干物 


[照り焼き] 


ぶり 
さわら 
をかつお 


[みそ漬け] 
さねら 


[小さな半生の干物] 

さんまのひらさ 
1〜2枚（約]] 〇邑じ(下） 
ししやを 

4〜10匹（約吕已臣下） 


[生魚] 

生ざけ 
さば 
さわら 
ぶり 
すずさ 
たい 
なだい 

[短漬け] 

甘塩ざけ 
塩さば 


[一夜干しのひらき] 

あじのひらさ 
干しさわ5 
かますのひ5さ 
干しかれい 

[大きな半生の干物] 

さんまのひらさ 
1〜2枚（約]] 0旨な上) 
ししやを 

4〜10匹（約吕已 g な上） 


[光沢のある魚] 

まなびつお 
たちラお 


1〜2枚 


[大きなひ6き] 


ほっけのひらき1〜吕枚 


•上記の円の魚は、特に焦げやずいので、 必ず焼き加減を「弱」 に設定してください。 


クリルを使いましよラ 
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ヴリルを使いましょう 


ポイントとお願い 


置ぎかた 


-魚は頭を奥にして置いてください。 

’魚を一匹焼くとさは、グ1」ル焼網の左ちどちらかに置いてください。 

’尾やひれは焦げやすいのでその部分だけ十分に塩を塗るか、アル5はくで覆ラと、されいに焼 
けます。 

-厚みのある魚は中まで火び通りにくいので厚さを 4 cm UTF にしてください。 



オー トメ ニュー 
では、1匹の 
場合は左ちどち 
b かに置いた方 
び上手に焼けま 
す。 


ルさめの魚-塩さんまについて 

•已〇旨な下のルさな魚は焼き加減を「弱」に設定してください。「中」-「強」では焼き過ぎて 
しまラ場合びあります。 

•塩漬けされたさんまは焦げやすいので焼き加減を「弱」で設定してください。「中」 ■ r 強」で 
は焼さ過ぎてしまラ場合びあります。 



’身側を下向さ、皮側を上向さにしてグ U ル焼網に置いてください。 

’照り焼さ、みそ漬けのちのは表面び非常に焦げやすいので必ず、焼さ加減を「弱」に設定して 
ください。 （ r 中」■「勘では表面の焦げび強くなってしまいます。） 

-肉厚のをの（特に骨つきのをの）は火び通りにくいので肉厚を2.已 cmUTF にしてください。 

’肉厚（特に骨つさ）の魚の照り焼さやみそ漬けは表面び早く焦げやすい割に、中身に火び通り 
にくく、オートメニューモードではラまく焼けないので、焦げやすい皮側を下側にしてグ1」ル 
焼網に置さ、上火「強」、下义 r 弱」のマニュアルモードで焼いてください。 

’みそ漬けはみそを洗い、キッチンペーバーなどで水気をとってか5焼いてください。 

’照り焼さ、みそ漬けのをのは次の場合ほど焦げやすくなります。 

P 漬けている時間び長いほど 
-魚の脂ののりび良いほど 
し照り焼さたれのみりん配分びをいほど 



吕匹の場合は 
左ち均等に。 


身のラすい部分 
を外側に向け 
て、左ちどち 
らかに置いた方 
び上手に焼けま 
す。 


4切の場合 


* 参考 照り焼さたれの配合の割合（約30分漬ける）しよラ油4 :みりん3 :ミ酉1 


-ししゃを、さんまのひらきは焦げやすいので必ず、焼き加減を「弱」か「中」に設定してくだ 
さい。（「強」では焦げび強くなってしまいます。） 

’身側と皮側で裏表びある干物は身側を上向さ、巧側を下向さにしてグ U ル焼網に置くと魚び反 
5ずにされいに焼けます。 

’干物は乾燥状態によってち焼さ色や焼け具合び変わります。（乾燥しているちのほど焼けやす 
い。） 



























































• XI ルさいみりん干しは予熱をしてから焼くと上手に焼けます。 
※吕皮を下側、身を上側にしてグ1」ル焼網の上に置いて<ださい。 


オートホ巧 


ヴリルを使いましよう 



メ ニュー 

义力 

7ニユアルモー 

ド（手動調理）の 

才ートメニユーモー ド 
(自動調理）の場合の 
スイッチ 選巧 II * 33 ぺ-ジ 


(上义一下义） 

場をの焼き時間 
(目をでず） 

才 ー ト 
メ ニユー 

焼き加減 


あじの塩焼き 

強 一 強 

13 分 

姿焼 

強 


いわしの塩焼き 

強 一 強 

12 分 

姿焼 

中 


さんまの塩1 焼き 

強 一 強 

11 分 

姿焼 

中 


さばの塩焼き 

強 一 強 

8 分 

切身 

中 


さね5の塩1 席き 

強 一 強 

9 分 

切身 

強 


さけの切身 

強 一 強 

9 分 

切身 

中 


ぶりの照り巧き 

強 一 強 

7 分 

切身 

弱 

ク 

、ジ 

ク 

ブ 

あじのひ5き 

強 一 強 

9 分 

干物 

中 

ししゃもなど 

強 一 強 

巨 分 

干物 

弱 

ホ魚のかす漬け 

弱 一 強 

11 分 



、ジ 

ク 

の 

□ー スト ビーフ 

強 一 強 

8〜9 分 



さけのホイル焼き 

強 一 強 

8 分 



メ 

とり肉の塩焼き 

弱 一 強 

11 分 



ュ 

焼きおじぎリセット 

強 一 強 

8 分 



1 

ピザ1'ースト 

強 一 弱 

已分 




アスパラのベーコン爸き 

強 一 強 

已分 

オー ト不巧 


焼きりんご 

強 一 強 

7 分 




大あさり 

弱 一 強 

己〜目 分 




厚あげ 

強 一 弱 

8 分 




焼きなす 

強 一 強 

8〜12 分 




焼きおじぎり 

強 一 弱 

素焼き已分►裏返したれ已分 




焼きもち 

弱 一 弱 

已分►裏返し 2 分 




• 詳細は、付属のクックブックをご参照ください。 


みりん干し（かわはぎなど） 

強 一 強 

巨分 

みりん干し（いわしなど）※ 1 

強 一 強 

モ熱 3 分 
焼さ時間 1 分 

さばのみりん漬け※吕 

強 一 弱 

已分 

さばのみそ漬け※吕 

強 一 弱 

8 分 


火力と時間の目安 


グ U ルを使いましよラ 


その化 
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1 


1 


[-] スイッチ巧し：最ル30分 

ン〇 [ タイマー ] 

■を HW 巧 200 

■ 洋とう狱■を _ 180 

15 分な温■石 7 T\ I 160 




>強火カバーナー用操作ボタンを消火の状態にをどすと確定 
します。また、そのまま放置しておいてを、設定1已砂後 
に表示が消え、確定します。 


>12日分に設定されたとき、表示部には「 
ます。 




」と表示され 


•すべてのコン□バーナーは同じ時間に設定されます。 

V _ ! 


この機器はお客様が使いやすいよラに!; I 下の機能の設定を変えることびでさます。 

♦コン □消し忘れ消火機能時間: 3日〜90分の間で、10分刻みおよび「 一-(120 分)」（すべてのバーナー 
同じ時間）の設定がでをます。購入時は「一- (120 分)」の設定になっています。 

♦湯 わかしモードお知5せ時間： 使用ずるバーナーの種類やなべの種類、水量などによりお知らせ時間が早く 
感じたり遅く感じたりずる場含は、]〜己の己段階に設定でさます。購入時は「3」の設定になっていまず。 


令コン□消し忘れ消义機能時間を設定する場合 


た 


乂 


Q 強义カバーナーの点义操作をする 

点乂確認ランプび点なします。 


点火確認ランプ点打 


2) モー ド設定 



ン〇 タイマー ] 

•後 好 1200 

I 薄とう肖火■左 1180 

5 分な湿 I ち 160 


巧© 


%時間設定 



今;'夏わかしモードお知らせ時間を設定する場合 

強乂カバーナー-標準バーナーそれぞれ個別に設定でさます。 


を 


乂 


□ 


強义カバーナーの点义操作をする 

点乂確認ランプび点なします。 


点义確認ランプ点な 


Q コン□操作部の[押：開]付近を 
U 指で押す 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 

口強义カバーナーを点义後10秒!:乂内 
に、[+]、 [-] スイッチを同時に 
3秒 la 上押し続ける 


モード設定 

□ 



因 


| タパ - 


Q [+]、 [-] スイッチを押す 

最初の設定は1吕〇分「一-」になっています。 

. 「丄] つソ 、、，す "tm I . • 呈+1ご nA 「- I 


回 

凸 


コン□操作部の[押：開]付近を 
指で押す 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 

強义カバーナーを点 
义後10秒む内に、 

[+]、[一]スイッチ 

を同時に3秒む上押 
し続ける 

設定するコン□①湯わかしスイッチ 
を押す 


■ おう;!火 
■ 5 分保盈 


化200 
——• 180 


巧 L © 



[+]、 [-] スイッチ 
を押す 


ン〇 

タイマー 



•を巧 

1200 

■龍欠 

1 左 


1180 

■卽保遍 

■ち 

か 

1 160 

巧 

|©1 

公 

y I 


コン□表部 

12 3 4已 

設定内容 

沸とうのお知らせ^標準 一 ► 沸とうのお知5せ 
を早くしたい場合（初期設定）を遅くしたい場合 


•同じ設定値にして百なベのな質、形状や水量によってお知 b 
せ時間び異なります。そのため、お使いになるなべ等によっ 
ては、極端にお巧 b せ時間び早くなりすざたり、雇くなりす 
ざたりする場合びあります。設定を変更する場合は、2また 
は4か b 設定してください。それで百なお、早くしたい場合 
や遅くしたい場合は、1または日に設定してお使いください。 

■同じやかん（なべ）を使用してを水量によってお知ら 
せ時間び異なる場合びあります。 

• 強义力;(ーナー’標準;（ーナーでそれぞれ制御び異なるため、 
同じ設定値にしてちお知らせ時間び異なる場合びあります。 


安全•便利機能を使いましょう 


ニコン□消しをが肖义臟時間、湯わかしモ-ドお知らせ時間を任意に設定【カスタマイズ機能】 


g 羣便利戀を S ましよラ 


旅 
























































やわらかい 
スポンジたねし 



歯ブラシ 




やわらかい布 


台所用中性洗剤 
(野葉-食器洗い用） 


トッププレート（ガラス-ホー□一表面）- 


ガラストップ専用 
クリーナー巧り売） 




スポジジ 


傷の原因となりまず。 


金属たわし 




はがれ•表面の変質•変色•さび•割れ-トッププレートのか周枠はびれの原因になります。 


X 

C 


酸性-アルカリ性洗剤 
漂白剤 


シンナー 

ベンジン 

アルコール 


宫 


弱酸性洗剤 
弱アルカ U 性洗剤 



ごと< 

排気ロ カバーな ど 
重曹にはお使いいただけます。 


故障の原因になります。 

•機器内部に洗剤が入ると、電子部品に付着して 
作動不良や腐食して、故障の原因になります。 

必ず巧に含ませてからお手入れして<ださい。 


直接かけて使っては 
いけないちの 


スプレー式 
j 洗剤 


点お•お手入れをしましよう 


お手入れの道具と洗剤について 


燃 


お手入れのしかた 


Q ガス栓（ねじガス栓）を閉める 

機器び十分に;令えたことを確認してください。 

g 手袋をはめ、道具と洗剤を用意する 
g 洗剤をスポンジや巧に含ませてふ< 

スフレーで洗剤を直接かけないでください。 


の 水洗いしたあと、水気をふき取る 

水気や洗剤を残さないよラにします。 


•お手入れのしかたを守5ないと、機器や部品表 
面のはびれ-欠け•変色•変質-さび-割れ’ 
傷の原因となります。 


■洗剤は r 台所 J 


怡所用」唯居用」などの用途や、液性仲性'弱アルカ U 性’弱酸性）を®認して巧れにあったちのを還びます。道具' 
洗剤'食器洗い乾燥機の取扱説明書やを意をよ<読み、使えるか確認します。まず、道具や洗剤を目立たない部分で試し 
てから、使用してください。 


お手入れの道具と洗剤 


手 

入 

れ 

を 

し 

ま 

し 

よ 

う 


引乂して乂災の原因になります C 


絶対に使っては 
いけないちの 


可燃性 スプレー 
浸透液 
潤滑剤 


>上記記載！;(外の道具や洗剤を使用しないでください。 

>トッププレートには、安全に関する注意ラベルび貼付してあります。をし、はがれたり、読めな<なった場含は、お買い 
上げの販売店、または当社事業所に連絡してラベルを再購入し、張り誓えてください。 


^つてよい1^_0使つてはいけない 

.。占模. 
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点検•お手入れをしましょう 


〇 


■点検•おま入れは、ガス栓（ねじガス栓）を閉め、機器がをえてから手袋をは 
めて巧う 

•やけどや機器の角などでけびをする原因になります。（グリル庫内-排気□-バーナーまわ 
りは特にミ主意してください）また、お手入れする部品な外は、はずさないでください。 
•使用直後はトッププレートは熱くなっています。お手入れはトッププレートび冷えてから 
行ってください。 

•点検 • お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふさん • 紙類などを置を忘れていないか確認し 
て < ださい。 

■お手入れ時は、バーナーキャップ（上部-下部）•ごとく-排気□カバー•グ 
リル部品（グリルとびら•グリル焼網•グリル皿受け•グリル皿） • 下义カバー 
は取りはずせます。それ以タトの部品は絶巧に取りはずさないでください。 

•取りはずした部品は「さ部品のセット」". *13 - 14 k - ジを参照して取り付けてください。 


•ご使用上ま障がない場合でも、不慮の事故を防ざ、をむしてより長くご使用いただくために、年1回程度の 
定期点横をおずすめしまず。 

※定期点横を受ける先が不明の場合や、点検費用などについてはお買い上げの販売店、または当社事業所にお 
問い合わせ<ださい。 



〇〜⑩のさ部品のお手入れのポイントを 一39 - 40ページで説明しています。 

〇ごとく 
0排気□カバ— 

0下乂カバー 
〇グ IJ ル焼網 
0グリルとび！5ガラス 
グ IJ ルとび！5 
グ IJ ル皿受け 
0 グリル皿 
〇パ’ーナーリング 
0バーナーキャップ上部 
バーナーキャップ下部 
バーナー本体 

包立消え安全装置(炎検知部） 

電極 (点乂プラグ） 

温度センヴー 

瓜トッププレート(ガラス•ホー □-) 

※もっと詳しい各部のを称は13 -14ページをご覧ください。 



U 襄.擊入れをしましよラ 
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点お•お手入れをしましよう 


①ごとく、②排気□カバー、⑤下义カバー、 
④ヴリル焼網、@バーナーキャップ上部 


取り付けかた 


く♦ミちれがひどかったり、こびり付きがとれ 
ないときは？ 


1 . 台所用中性洗剤を混ぜた水を含ませた紙や巧 
で湿6せる 

そのまま置いてお<か、つけ置さしてお<とミちれび 
浮さあびってさます。また、煮洗いずるとさらにミち 
れを落としやず<な0まず。 

2. 水洗いし、水気をふき取る 


♦ンそれでもミちれがとれない場をは、け下の 
方法でミちれを落とします 


ただし、これらは基本的に使っていけないちので、 
表面に傷びついたり、変色’変質することびあります。 
目立たない部分で試してからお使いください。 

•水でぬ6したスポンジや歯ブラシに重曹を塞 
り、ミちれを落とす 

重曹をとかした水につけ置さした後、ちれを落とし 
ます。それでち巧れびとれない場合は、そのまま30 
分ほど煮込むとちれを落としやすくなります。残っ 
た巧れは、割ばしやへラを使ってこすり落とします。 
その後、水洗いしまず。 

•弱アルカリ性洗剤-歯みがき粉•クリームクレ 
ンザーをスポンジじつけて、ミちれを落とすこと 
电できます 


く ♦排気□カバーのはずしかた 


1 . 排気□カバーのタト側の 
ま前 コーナー 部を巧さ 
え、奥側を澤かせなが 
6取りはずします 



♦ン下义カバーのはずしかた 


下义カバーを少し上に持ち上げてはずして< 
たさい III 吟 口べ-ジ 


® グリルとび6ガラス-グリルとびら-グリル皿受け 


♦シミちれがひどかったり、こびり付きがとれ 
ないときは？ 


1 . 台所用中性洗剤と水を含ませた紙で巧れた部 
分を湿6せ、しば6 くしてか6水洗いする 


♦シグリルとび6のはずしかた.取り付けかた 


取りはずしかた J 

f 甲さえパネを>のち 
向に下げる 



グリル 
とひろ 


グ U ル 
ッメ皿夏け 



押さえバネ 


グ U ルとびら 


グ I 」ル 
皿受け 



押さえバネ 


グリル皿受けのツメ 
2個所をグリルとび 
6のち穴にはめ込む 


2. グリルのとびらを、 
のち向に回起させる 

3 . 押さえパネがグリル 
皿受けに確実に 
はまっているか確認 
する 


⑥ヴリル皿（クリア コー ト）、 
® バーナー リンク（窒装） 


1 . ミちれた6そのつど、やわらかい巧やスポンジ 
でお手入れをする 

そのままにしておくと、シミび残ったり、変色する 
ことびあります。 

♦シミちれがひどいときは？ 

1 . 台所用中性洗剤と水を含ませた紙でミちれた部 
分を湿6せておく 

ミちれび浮いてさたらやわらかい布やスポンジでふき 
取ります。 

フッ素加エフライノ くンに使用でさるスポンジを使用 
して < ださい。 

バーナー U ングの凹部は、つまよラじや歯ブラシな 
どでお手入れする。 

巧れびたまると、ごとくびを定しない原因となりま 
す。 



凹部/ 


•硬いブラシやたわし、また中性じ(外の酸性-アルカ 
U 性洗剤を使用しないでください。はびれ-変色- 
シミ-傷の原因になりまず。 

•ガラストップ専巧ク U - ナーは、研磨剤び入ってい 
まずので表面を傷つけまず。使巧しないでください。 

• トッププレート 表面を スクレーパーでお 手入れずる 
場合、ノ（ーナー U ングを傷つけないよラ注意してく 
ださい。 

•バーナー U ングとトッププレートのずさ間はつまよ 
ラじ等かたいちので掃除しないで<ださい。 U ング 
と h ッププレー h の間のパッキンを傷つけまず。 

• 長期間使用ずるとグ U j レ皿のク U アコートおよび 
ノ（ーナー U ングの塗装び変色ずることびありまず。 

• グ U j レ皿中央部に力をかけずざるとグ U j レ皿び変形 
してグ U ルとびらび出し入れできなくなりまず。力 
をかけずざないで < ださい。 


酵点検-お手入れをしましよラ 
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点検•お手入れをしましょう 


@バーナーキャップ下部.バーナー本体 


7.ミちれていた6、ふき取る 

2.バーナー部は目ヴまりしていたら、が□を歯 
ブラシや討金などでお手入れする 

目づまりや巧れは、不完全燃焼や燃焼不良の原因と 
な0まず。 



3. 表面はやわ6かい巧、やわ 
6かいスポンジなどでふき 
取る 

4 . )\—ナーキャップは水洗いを 
する 



水洗いをしたあとは水気を十分に切つてからセット 
して < ださい。 


•中性洗剤 LU 外は使用しないでください。万一、表面 
の黒色塗装びはびれた場合、そのまま使用してち問 
題あ0ません。 

• ノ（ーナーキャップの上部と下部を分解しないで<だ 

じ-い。 /パ'-ナ-キャップ上部 


バーナーキャップ下部 



④立消え安全装置（おおミ日部）- 
電極（点义プラグ）-温度センサー 


1 . ミちれていた6、やわ6かい巧などでふき取る 

2. 立消え安全装置（が検 
知部）と電極（点义プ 
ラグ）じ、ミちれがこび 
り付いている場合 


寞入族 シでぉ ^ 置 



電極 

(点火プラグ） 


3.温度センサーは片手を 温度センサー 
添え、水をかたくしぼつ 
た巧で頭部と側面のミち 
れをふき取る 

•硬いブラシではお手入れしないでください。 

•立消え安全装置（炎検知部）-電極（点火プラグ） • 
温度センサーを傾けたり、ミちれたままにずると、点 
乂不良や消火ずるなどの原因にな0ます。 

•電極（点火プラグ）の突起に注意してお手入れして 
<ださい。 



りトツププレート（ガラス.ホー□— 


7.お手入れのときはごとく、排気□カバーなど 
の部品を取りはずし、安定した状態で行う 

2 . ミちれたらそのつど、やわ6かい巧やスポンジ 
でふき取る 

油ミちれは、台所用中性洗剤や水を含ませたやわらか 
い巧やスポンジでふさ取りまず。そのままにしてお 
<と、<ち0び残った0、焦げついてミちれびとれに 
くくなりまず。また、砂糖やしよラ油を含んだちの 
をこぼずと、こびりついてとれに<<な0ます。 

义乾いた巧で仕上げをする 


く♦「ミちれがひどいときは？」「油膜やくもり 
が交美るときは？」 r パ'—ナー付近が変色し 
たように見えるときは？」 


7. 台所用中性洗剤と水を含ませた紙でミちれた部 
分を湿6せておく 

ミちれび浮いてきたらやわらかい巧やスポンジでふき 
取りまず。また、くしゃくしゃにしたラップや、キッ 
チンペーパー-歯ブラシに、ガラストップ専用ク U 
ーナーや水でといた重曹を適量塗り、こずりまず。 

2. ミちれがとれたら、やわ6かい巧やスポンジで水 
ぶきをする 

义乾いた巧で仕上げをする 

• トッププレートは排気□部にねじ固定されていま 
す。修理技術ち LU 外の人は取りはずさないでくださ 
しん 

• ドライバーなど先の鋭いちのやみびさ粉などは、ガ 
ラス面および、ノ（ーナー U ングを傷つけまずので使 
わないでください。（ただし、万一塗装びはびれても、 
そのままお使いになれまず） 

• 漂白剤、強アルカ U 洗剤を使巧ずると、トッププレー 
卜枠の表面-バーナー U ングの塗装部分びはびれ落 
ちることびありまずので使わないでください。 

•ガラストップ専用ク U —ナーじ(外のク U —ムクレン 
ヴーを常用ずると、トッププレート面やホー□一表 
面びラず<なった0、トッププレート枠やバーナー 
周辺部び変色-変質ずることびあ0まず。 

•直接トッププレートに、洗剤をたらしたり、スプレー 
式洗剤で直接ふさつけずに、必ずやわらかい巧やス 
ポンジに染み込ませてご使巧ください。 



•当社別売のガラストップ専用ク U —ナーおよび、 
当社推奨のスクレーパー（焦げつさそざ取り用）を 
お使いいただ< と上手にお手入れびでさまず。お 
ホめの場合は、お買い上げの販売店へお問い合わ 
せください。購入先び不明の場合はちよりの当社 
事業所にご相談ください。また、スクレーパーは、 

お近くのホームセンターなどでお買い巧めくださ 
し、。 "》► 49 ベーソ おずトッププレート面のみにお使い 
<ださい。 

\ _ , 




























点お•お手入れをしましよう 


グリル庫内 


1 . 使用後はそのつどやわ6かい巧やスポンジで 
ふき取る 

脂ミちれは台所用中性洗剤や水を含ませたやわらかい 
布やスポンジでふき取りまず。 

2. 乾いた巧で仕上げをする 

お手入れ等で万ーパネルびはずれた場合は L ソ下 
のように取り付けてください。 


♦ン上部/ \°ネルの取り巧けかた 


1 . 上部パネルの上面にあるパネル□ックをちへ 
スライドさせ、上部パネルの下側のツメを引つ 
掛けて本体に合わせる 


2.上部バネルの上面にある、バネルロックを左 
側へスライドさせて、上部パネルを固定する 

•を操作ボタンを押して、操作ボタンびスムーズに 
動くことを確認してください。 

バネル□ックつまみ 



/ バネル□ックつまみ 


• ノ f ネル□ックを必ず左側へ止まるまでスライドさせて固 
定してください。 

•指び入らない場合は©ドライバーなどの薄いをので行つ 
て < ださし、 



上部パネル 



※操作部を出した状態にし、操作ボタンを点火の状 
態にして取0付けると取0付けやず < な0まず。 


く♦コン□下部飾り、ヴリル下部飾り、電ミせ 
ケース飾りの取り付けかた 

1 . コン□下部飾りのツメを操作部の穴にはめ込 
む 



I グ U ル下部飾0、電池ケース飾りち同様に取り付 
けて < ださい。 


•上記部品は破損等しないよラに、はずれる構造になって 
います。万一はずれた場合は、上記の方法で取り付けて 
くださし、 


一 点検-お手入れをしましよラ 
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よくある質問 （ Q & A ) 


下部飾り、電池ケース 
飾りがはずれてしまった 


使巧中、消义後に音 
がする 

- r ポン」と音がする 
-キシミ音がする 
- r シャー」と音がする 
•けチ、ソ」と音がする 
-点义初期に「ポッ 
ポッ」と音がする 


点义すると他のバ- 
ナーもスパークする 


操作ボタンか6手を 
放してもスパークして 
いる 


こうしてください 

参照ぺージ 


• コン□•グ U ル操作部の下部飾りおよび電池ケース飾りのノ（ネルは 
破損しないよラはずれる構造になっていまず。 

故障ではありません。 

41 

• コン□バーナー使用後に r ポン」といラ火の消えた音のずる場合び 
ありまずび、異常ではありません。 

— 

• 点火後や消火後にキシ S 音びでまずび、加熱や;令却されるとさに、 
金属び膨張収縮して起こる音で、異苗ではありません。 

• コン□ノ（ーナー使用中「シャー」と音びでまずび、燃焼ずるガスの通 
過音で、異苗ではあ0ません。 

• グ U ルの火力び切り替わるとさに r カチッ」と音びしまずび、火力の 
切0替えをずる電磁弁び作動ずる音で異常ではありません。 

• 機器び;令えている状態でグ U ルに点火するとしばらく r ポッポッ」と 
音のずる場合びありまずび、異常ではありません。機器び温まると 
音はな< な0まず。 

• 他のノ（ーナーち同時にスノ（ークしまず。異苗ではありません。 

— 

• 操作ボタンから手を放してもスノ（ークびつづきまず。撮長約10秒） 

異萬ではありません。 

— 

• なべの形状や材質び適していまずか？ 

15、 

• ±銅や耐熱ガラスなベや圧力なベを使っていませんか？ 

まれに焦げつき自動消火機能びはたらを、消火ずることびありまず。 
再点火して < ださい。 

] 已 • 47 

• なべ底び温度センサーと密着していまずか？ 

3 • 1已 

16-20 

• なべ底や温度センサーび巧れていませんか？ 

• 油の量はあっています方、？ 

なべの形状や材質、油の量によっては油の温度び設定温度より高 
めになったりなめになったりずる場合びありまず。設定温度を加減 
してお使い < ださい。 

• から焼をに近い調理をしていませんか？ 

-なべの温度び高温になると、過熱防止のため自動的に火力を切 
り替えまず。強火な弱火を繰り返し、この状態び30分間続 < と 
自動消火しまず。 

-弱乂になると支障のあるときは、センサー解除スイッチを巧ずと、 
高温での調理びでさまず。（強火力 y (—ナーのみ） 

• フライノじ/やなベをふったり、浮かせて調理していませんか？ 
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質問 


使巧中に… 

-調理中に消义する 
-ミ由が高温になってち 
自動消义しない 
•点义してもすぐ消え 
る 

-义力が変わる 
-なべ底がひどく焦げ 
ついて消义した 
-揚げものがうまくでき 
なし、 


よくある質問 ( Q & A ) 

































































• 湯わかしに適したなべを使用していまずか？ 

、 

15-25 

• ±銅や耐熱ガラスなベや圧力なベを使っていませんか？ 

まれに焦げつき自動消火機能びはたらを、消火ずることびあります。 
再点火して < ださい。 

• なべ底び温度センサーと密着していまずか？ 

• 水の量は適切ですか？ 

標準バーナー：水量 500 mG 〜22び適切でず。 

強火カバーナー：水量 500 mG ~3 C び適切です。 

• 加熱中になべを動かしたり、水をかさミ屋ぜたりしていませんか？ 

2己 

• 一度わかしたお湯 (70° C じ(上)を再び湯わかしモードでわかしてい 
ませんか？ 

1 00° C よりなめで沸とうしたと判断ずる場合びありまず。 

•カスタマイズ機能でお知らせ時間を変更していませんか？ 

36 


湯わかしモード使巧 
して屯 

• お湯がめるい 
-お巧5せが遅い 
-吹きこぼれる 


上手に欣飯•おかゆが 
できない 

-吹きこぼれる 
-ごはんが硬し、 

-ごはんがやわらかし、 

-ごはんが焦げる 


• 炊飯に適したなべを使用していまずか？ 

15 

• なべ底び温度センサーと密着していまずか？ 

• 米の量、水の量は正しくはかっていまずか？ 

22 

• よく洗米しましたか？ 

めか分び残っていると焦げやず< な0まず。 

— 
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よくある質問 （ Q & A ) 


こうしてください 


参照ぺージ 


使巧中に… 

-調理中に消义する 
-油が高温になっても 
自動消义しない 
-点义してもすぐ消え 
る 

-义力が変わる 
-なべ底がひどく焦げ 
ついて消义した 
-揚げものがうまくでき 
なし、 


• 

• なべ底にこんぶや竹皮などをしいて調理していませんか？ 

— 

• 長時間使っていませんか？ 

点火後コン□は約120分で自動消火し、消し忘れを防ざまず。 

3-47 

• を凍食品やをましたなベをそのまま調理していませんか？ 

解凍してから調理してください。 

— 

• カレーやシチューなどとろみのある料理を強火で融臟してしほせんか？ 
水を加え弱火で様テを見なびらか去まぜて調理してください。 

— 

• カラメル、みその加熱など水分のほとんどない料理や中火で調理し 
ていませんか？ 

焦げつさびひど < なる場合びありまず。 

— 

• 温度センサーび高温になっていませんか？ 

を全機能びはたらして消火した場合、温度センサーの温度び下びるま 
で点火してちすぐ消火します。 

水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーををやしてください。 

47 

•機器下方のキャビネットとびらを速く開閉してしほせんか？ 

速く開閉すると消火ずることびあります。ゆっくり開閉してください。 
万一火び消'えても立消'え安全装置別また b き自動制こガスは止まります。 

3 



よくある質問 ( Q & A ) 
























































グリル使届時 

-焼け過ぎる 
-焼け足りない 
-焼けムラ 
•煙が出る 

. 才ートメニューでうま 
く焼けない 

.才ートメニューを受け 
付けない 

•タイマーがセットでき 
なし、 


• 完全に解ましていますか？ 

28-33 

34 

• みそやかずは取ってから焼いていまずか？ 

• 短加減は良いでずか？ 

• 焼さ加減の設定、魚の置さかたは合っていまずか？ 

• 下火カバーびミちれていませんか？ 

39 

• 庫内温度び高 < なっていませんか？ 

庫内温度び高ずざると、オートメニューは受け付けません。 

タイマーは設定でさる時間び短< な0まず。 

29-31 

• グ1」ルとび日は確実に閉まってしほすか？ 

• 脂の多い魚などを焼くと煙びをく出るため、排気 OLU 外か b ち煙び 
出る場合びあります。 

— 

•巧めてグ1」ルを使ラときグ U ルや排気□じ(外から煙やにおいび出ま 
す。グ1」ルには加工油を使っておりその油を焼き切るためで異苗で 
はありません。 

27 

• 食がにあった乂力調節をしてください。 

30-33 
34 • 3己， 


よくある質問 （ Q & A ) 


上手に贼飯•おかゆが 
できない 

吹きこぼれる 
ごはんが硬し、 
ごはんがやわらかい 
ごはんが焦げる 


こ3してください 


参照ぺージ 


f 

• 浸しおき時間は十分でずか？ 

洗米してずぐ炊飯するとごはんび硬めになりまず。 

\ 

22 

• 炊さこみごはんではありませんか？ 

白米に比べ焦げやす<な0ます。 

• 無洗米を使っていませんか？ 

し2度洗米し、3%程度多めに水を入れて、必ず浸しおさをして炊 
飯してください。 

• 炊飯途中にふたを開けませんでしたか？ 

23 

• 炊さ上びった後、10~1已分程度むらしていまずか？ 

• むらした後、ごはんをかさミ屋ぜていまずか？ 

• 火力を炊飯位置に正しく調節していまずか？ 

• 銘柄や産地、保を期間により炊さ上びりの硬さや粘り、食味び変わ 
りまず。 

ノ 

• おかゆの場合は、ふたをずらずなどの工夫び必要でず。 


コン□またはグリル 


• コン□タイマー、またはグ1」ル調理タイマーび終了していませんか？ 


使巧中 


再点火して < ださい。 

3-28 

•消义する 

♦ 

• グ1」ル庫内び高温になってしほせんか？ 



庫内び;令めるまで已分程度待ってから使用してください。 

31-47 



• グ U ルとびらを速い操作で開閉していませんか？ 



よくある質問 ( Q & A ) 
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故障かな？と思ったら 


もう一度、ご確認ください 



こんな場合は 

調べて<ださい 

き照ぺージ 

①点义 しない 

- 点义しにくい 
• スパークしなし、 

- 点义してもすぐ消える 
- 手を離すと消义する 

•ガス栓（ねじガス栓）を全開にしていまずか？ 

17.29 

31 

•ガス配管に空気び残っていませんか？（長時間使用していなかった 
り、朝一番など）点火操作を繰り返してください。 

• L P ガスびなくなりかけていませんか ？ （L P ガスをご使用の場合） 

— 

•バーナー炎□びつまっていませんか？ 

40 

•電極（点火プラグ)、立消え安全装置（炎検知部)、バーナーキヤツ 
プびめれた0、ミちれた0していませんか？ 

• ノ（ーナーキヤツプび正し<セツトされていまずか？ 

14 

• アルミはく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないで < ださい。 

已 

•乾電池び正し<セツトされていまずか？ 

乾電池び消耗していませんか？ 

12-49 

• 点乂〇ツクを解除していますか？ 

12 

• 操作ボタンを強めに数秒間巧していまずか？ 

17.29 

31 

• 素早い操作では放電しない場合びありまず。 

• プヴーび鳴って消火しましたか？ 

47 

• 温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全機能びはたらいて消火した場合、温度センサーの温度び下びるま 
で点火してちずぐ消火しまず。 

水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やして < ださい。 

• グ U ルはコン □ 1こ比べ点火に時間びかかりまず。 

操作ボタンを強めに数秒間押し続けてください。 

29-31 

② 炎の状態がおかしい 

. がが安定しない 
•がが黄色い、赤い 
- 異常音をたてて燃える、 
消える 

. がが均一でない 
- 使用中がが消える 
- なべにすすがつく 

•バーナー炎□びつまっていませんか？ 

40 

•電極（点火プラグ)、立消え安全装置（炎検知部)、バーナーキヤツ 
プびめれた0、巧れた0していませんか？ 

• ノ（ーナーキヤツプび正し<セツ h されていまずか？ 

14 

• アルミはく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

己 

• 火力調節つまみをゆっくり操作していますか？ 

17 

• ブヴーび鳴って消火しましたか？ 

47 

•風び吹を込んでいませんか？ 

8 

•扇風機や;令暖房機器の風び当たっていませんか？ 

•換気をしていまずか？ 

•コン□ノ（ーナー使用中に機器下方のキヤビネツトとび b を速く開閉 
すると消火ずることびありまず。ゆっ < り開閉して<ださい。 

— 
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故障かな？と思ったら 










































巧障かな？と思ったら 


こんな場合は 

調べて < ださい 

き照ぺージ 

③ 炎の状態がおかしい 

- がが安定しない 
•がが黄色い、赤い 
- 異常音をたてて燃える、 
消える 

. がが巧一でない 
- 使用中がが消える 
- なべにすすがつく 

•加湿器を使用ずると水分に含まれるカルシウムび燃えて炎びホ<な 
ることびありまずび、異萬ではありません。 

— 

•グリル使用時にコン□を使用ずると焼さちのの稳分（ナトリウム） 
やカルシウムび燃えて炎びホくなることびありまずび、異苗ではあ 
りません。 

•バーナーの炎は電極（点火プラグ)、立消えを全装置（炎検知部)、 
ごと<部分などで炎び短<なっていまず。異苗ではあ0ません。 

• 消火操作後、数秒間コン□ノ（ーナー炎□からルさな炎び出ることびあ 
0まずび、バーナー内に残った微量のガスによるちので異常ではあ0 
ません。 

③ブ ザーが 鳴った 

- 数回鳴った 
- 鳴り続ける 

• 安全機能び作動しています。確認して<ださい。 

47 

•操作ボタンを消火の状態に戻しましたか？ 

3 

• 乾電池び消耗していまず。新しい乾電池と交換してください。 

12-49 

• 部品び故障しています。 

ガス栓（ねじガス栓）を閉め、使用を中止し、お買い上げの販売店、 
またはフ U —ダイヤルにご連絡ください。 

47-48 

④ ランプが点滅する 

- 電池交換サイン（ラン 
プ） 

- 操作部のモードランプ 
.コン □. グリル点义確 
認ランプ 

• 乾電池の交換時期び近づいています。新しい乾電池を準備して<だ 
さい。 

— 

•自動消火した後、使用したコン□またはグ U ルのボタンを消火の状 
態に戻しましたか？ 

操作ボタンを戻さないと乾電池び消耗しまず。 

•点火操作時「パチパチ」とスパークずるとともに、電池交換サイン（ラ 
ンプ）またはコン□-グ U ル点火確認ランプびラずく点滅ずること 
びあ0まずび、故障ではあ0ません。 

⑥点义時にランプが消 
のして消えた 

•特殊な操作で入るデモ（または検査）モードでず。 

故障ではありません。点火操作をやり直してください。 

— 

⑥ 部品が変色する 

- 表面が変色する 
- ごとくが変色する 

• 酸性やアルカ U 性洗剤を使用していませんか？ 
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•ごとく先端は、炎び当たり白くざらざ日になりまず。 
異常ではありません。 

— 

⑦ 機器の中が赤く見える 

•室内打などの光びガラスを透過したとさの色でず。 
異常ではありません。 

— 

⑥ グリル皿にシワ状の 
模様が見える 

. グリル皿が一部黒ずん 
で見える 

•加工上で発生するちのであり、機能-性能上問題ありません。 

— 


故障かな？と思つたら 


が 






















































故障かな？と思ったら 


ま示とブサーについて 


ブザー音 


表 示（交互に点滅） 


部位 


内 容 


ピー5回 


，リ 


U 


.3 


■1 


標準 バーナー 
ルバ ーナー 


強火カノ（ーナー 
標準 バーナー 


ルバ ーナー 


天ぷら油過熱防止機能作動 
焦げつさ消火機能作動 

温度センサー過熱防止機能作動 


強火カノ（ーナー 


標準 バーナー 


こ 


-〔つ 


_ルバーナー_ 

強乂力 y (—ナー 


立消え安全装置の作動 


標準 バーナー 
ルバ ーナー 


点火時に着火しなかった 


強火力 y (—ナー 


-5 


グ U ル 


立消え安全装置の作動 


ピー3回 


-5 


グリル 


点火時に着火しなかった 


•? 


-5 


グリル 


グ U ル過熱防止センサーの 
作動 


00 


(§) 電池交換サイン <点な> 




標準バーナー 
ルノ V —ナー 


強义カノ（ーナー 


_グリル_ 

標準ノ（ーナー 


ルバーナー 


電池交換サインのお知らせ 


コン□消'し忘れ消火機能作動 


強火力 y (—ナー 


センサー解除モード終了 


0 


後コン □ 



標準 バーナー 


ルバーナー 


コン□タイマーモード終了 


左コン □ ちコン □ 


<点滅> 


強火カバーナー 


0 


グ1」ル 


グ1」ル調理タイマー終了 
※オートメニューモード 


齡 I) 


■おかゆ 

、 

おかゅ 

娘まん 

ク 

•1、 

■ごはん 


標準バーナ- 


巧飯モード（ごはん-おかゆ) 
終了 


ごはんモード おかゆモードぐ,点滅> 


牺消义 
; 5分な温 


1濟ほ削 

み保温 

/|、 


標準 バーナー 


沸とラ消火モード已分な温モード <，卓、滅> 


強火力 y (—ナー 


湯わかしモード（沸とラ消 
乂 •日分保温モード）終了 


標準 バーナー 


_ルバーナー_ 

強火カノ（ーナー 


グリル 


温度センサー-グ U ル過熱 
防止センサー-電子部品の 
故障 


フザーが鳴り 
続ける 
(ピー約8秒 




ごし! 


-3 


強乂力 y (—ナー 


センサー解除連続巧しエラー 
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故障かな？と思つたら 


II rlL 「コ 广 n 


コ」 下_」 
〔， 1 J 


5 : 5 : 5 ; 

I—nu I— 

n( n( _J(- 

MM が 













































































故障かな？と思ったら 


原 因 

処置と再使用時の'ま意 

參照ぺ-ジ’ 

調理油の過熱-焦げつさ-消し忘れによる過熱•か 
ら炊さなど 

•よくある質問 QSA を確認する。 

•やけどにを意して再点义を行ラ。 

•天ぷら油過熱防止機能作動中（温度センサーび高温のままの 
状態）は、点乂してを手を離すと消义する場合びあります。 

3 • 1已 

17-42 

43 

炎の吹さ消え-煮こぼれした場合-点乂しなかった 
場合など 

• r 故障かな？と思ったら①、風]を確認する。 

•周囲にガスびなくなるまで待ってか5再点义を行ラ。 

3-17 

4己 

炎ののさ消え-点火しなかった場合など 

• 「故障かな？と思ったら瓜创を確認する。 

•周囲にガスびなくなるまで待ってか5再点义を行ラ。 

3-29 

31 • 4已 

グリルのから焼さ-消し忘れ-連続して使用した場 
合-かない食材など 

•作動中（グ U ル過熱防止センサーび高温のままの状態）は、 
点义してを手を離すと消义します。 

•己分程グ1」ル庫内び;令えるのを待ってから再点乂を行ラ。 

3-29 

31-44 

乾電池の消耗 

•乾電池を交換してください。 

12-49 

使用開始から約120分または設定した時間びたち 
自動消义しました 

• 操作ボタンを巧して戻す。 

•続けて使用する場合は、再点乂を行ラ。 

3-17 

21 

約30分または設定した時間びたち自動消火しました 

•操作ボタンを巧して戻す。 

設定した時間びたち自動消义しました 

• 操作ボタンを巧して戻す。 

26 

設定した時間びたち自動消义しました 

• 操作ボタンを巧して戻す。 

30-32 

炊飯モードで炊さ上がり自動消火しました 

• 操作ボタンを巧して戻す。 

23 

湯わかしモードで沸とラして、設定時間後に自動消 
义しました 

• 操作ボタンを巧して戻す。 

24 • 2已 

部品び故障しています 

•ガスを（ねじガス栓）を閉め、使届を中止し、お買い上げの販 
売店、またはフ U —ダイヤルにご連絡ください。 

已〇 

ノ 


か 

な 

? 

占 

思 

二) 

た 

ら 
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故障かな？と思ったら 


.消耗品-別売品について 


消耗部品はいたんでをた b 交換してください。お求めの場合は、当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト 
R.STYLE ( http :// www . rinnai - stvle . ip /) または、お買い上げの販売店にてお求めください。 


部品名 • 品ち 

品香 

巧望か売価を(税込） 

部品ち • 品ち 

品香 

巧望か売価巧(税込） 

ご 

と 

< 

トップフレ-卜 
が離の型式 

大 

010-320-000 

¥1，260 

下火カバーち 

日 98-2 日 47 R 日日 

¥31已 

ル 

010-322-000 

¥1.260 

下火カバー左 

098-2547 L 00 

¥315 

上記 K 外の型式 

大 

日 1 日- 34 日-日日日 

¥1，2目日 

炊飯専用なベ 

RTR -03 D 

当社消耗部品-お手 
入れ品の販売サイト 
R.STYLE ( ht 也// 
www . rinnai - stvie . 

ieZ ) または、お買い 
上げの販売店にてお 
ホめください。 

ル 

010-341-000 

¥1.260 

RTR -300 D 1 

}\ 

1 

ナ 

キ 

ヤ 

、ツ 

プ 

トッププレ-卜 
び黒色の S 

強 ittK — ナ-用 

151-361-000 

¥2,100 

RTR - 已〇〇 

標華パ-す-用 

151-362-000 

¥2,100 

魚とって 

RTO - ST 1 

ルバ-ナ-用 

151-324-000 

¥1，已7己 

ガラストップ専用クリーナー 

RBC - VG 1 

上記 H 外の型式 

強幼 K - ナ-用 

151-357-000 

¥2,100 

トーストプレート 

RCP -72 V 

標華パ-ナ-用 

151-358-000 

¥2,100 

スクレーパー S 型 
〈推奨品〉※2 

3已 S 巨 

(オルファ社製） 

•ホームセンターな 
どでお買い求めく 
ださい。 

ルバ-す-用 

151-359-000 

¥1|已7己 

グ1」ル皿 

07 日- 18 目-日日日 

¥2,100 

グ U ル焼網 

071-049-000 

¥召93 


• 2009 年日月現在の価格です。価格•仕様は変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。 

トッププレート、ごとく、バーナーキャップの色を確認してご連絡ください。 

当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト （ R . STYLE ) では、上記似外の消耗部品やお手入れ品などを幅 
広く取り扱っております。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り替えでをる部品び巧象です。 


ミちれた部品を交換しましよう！ 

R-STYLE り 


■ A ミ肖巧品.巧換部品のネット販売 

《2スクレーパー S 型〈推奨品〉について 
• トッププレートに傷びつくおそれびありますので、巧びいたんだ場合は、 
使用しないで < ださい。 

•刃先は鋭利な巧になっていますので取り扱いには十分にミ主意してください。 
•使用角度は約3ぴで使用してください。 



電ミせ交換 *12 ぺ- 




み/-〈点滅〉……サインび点滅したら 
/|\乾電池を準備してください。 

(§) 〈点灯〉……サインび点なしたら 
すべての バーナーび 使えません。 

、 _乾電池を交換してください。_ イ 

•乾電池の交換時期び近づくとランプ（電池交換サイン）び点滅します。 

•ランプび点滅したら、単1形アルカ U 乾電池 （1 .已 V ) 2個を準備してください。 

•ランプび点灯したら、単1形アルカリ乾電池 （1 .已 V ) 2個を同時に交換してください。電池交換サイン 
び点滅から点なに変わると、すべてのノ（ーナーび使用でをなくなります。 

• 乾電池は、機器び;ちめてから交換してください。 

•新しいアルカ U 乾電池を2個同時に交換、ご使用ください。 

•アルカ U 乾電池を使用した場合、電池を交換ずる（電池交換サイン点打）目をは約]年でず。（付属アルカ U 
乾電池で当社使用モードによる） 

• 自動消火後、使用したコン□またはグ U ルのボタンを消火の状態に戻さないと、電池寿命び短くなりまず。 
•アルカ U 乾電池でち使用状況-使巧時間-乾電池製造メーカー-種類び異なると交換時期び]年 LU 内と短くな 
りまず。また、マンガン乾電池を使用した場合も交換時期び極端に短くなりまず。 

•未使用の乾電池でち「使巧推奨期限（月、年)」を過ざている場合は放電により、短時間で電池交換サインび点滅- 
点なする場合びありまず。また付属のアルカ U 乾電池は、工場出荷時期により寿命び短くなっている場合びあ 
りまず。 

•単2、単3形乾電池を単]形サイズにずる電池スペーサーは電池ケースの©端テび接触せず、使用でさない 
場合びありまず。また、使巧でさた場合でち交換時期び極端に短くなりまず。 
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故障かな？と思つたら/別売部品のご紹介 






















































アフターサービスは？ 

[アフターサービスは？ 


^保証について 

♦取扱説明書の裏表紙び保証書になっていまず。 

参保証書の内容のよラに、一定期間-一定条件のちとに 
無料修理致します。 

参保証期間はお買い上げ曰から1年間でず。 

♦必ず、「販売店名-お買い上げ曰」などの記入をお確か 
めにな0、保証書の内容をよ<お読み<ださい。保証 
書を紛失されますと無料修理期間中であってち修理費 
をいただく場合びあるので、大切に保管してください。 

^修 理を化巧ずるときは 

参万一故障したと思われる場合は、まず「故障かな？と 
思ったら III* 45 ベ - ジ」に従い、調べてください。それで 
も不具合のある場合は、ガス栓（ねじガス栓）を閉じ、 
お買い上げの販売店、またはフ U —ダイヤルにご連絡 
<ださい。 

参ご依頼される際には次のことをご確認ください。 

①ご住所-お名前-電話番号 
③品名-型式の呼び-お買い上げ曰 

③ 詳しい故障内容-状況 

④ 訪問ご希望曰 

^ 補 修用性能部品の保ち期間 

♦製造巧ち切り後已年でず。補修用性能部品とは、その 
製品の性能を維持するための必要な部品でず。 
♦保証期間び過ぎていてち、修理ずれば機能び維持でさ 
る場合は、ち料で修理致しまず。 


居されるときは_ 

参転居ずる場合は、転居先のガス事業者およびお買い上 
げの販売店、または当社事業所にご連絡ください。 

•ガスの種類び異なる地域へ転居される場合 
ガスの種類は、都市ガス数種類と LP ガスびあり、改 
造と調整び必要でず。そのまま使巧ずると正南な働さ 
をしないだけでなく、故障、不完全燃焼、火災などの 
原因になりまず。必ず、転居先のガスの種類を確認し 
てください。この場合の改造-調整にとちなラ費用は 
保証期間内であってちち料となりまず。 

^連 絡先 

•お買い上げの販売店、 f U ンナイフ U — 々’イヤル ' 
またはフリーダイヤル ^ 0120 - 054-321 

にご連絡ください。 ^-^ 

お客様の個人情報の取り扱いについて 

参当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名 
前-ご住所-電話番号などの個人情報を、サービスま 
動およびを全点検ま動のために利巧させていただ<場 
合びございまずのでご了承ください。 

参当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に依 
託ずる場合、法令に基づく業務の履行または権限の行 
使のために必要な場合、その他正当な理由びある場合 
を除さ、当社1ツ外の第=ちに個人情報を開示-提供は 
いたしません。 


アフタ—サービスは？ 

















長期間使巧しない場さ/化様 


長期間使用しない場合 

•ガス栓（ねじガス栓）を必ず閉めてください。 

•乾電池は取りはずしてください。 1"* 12 ベ-ジ 

♦お手入れをしておくと次回使用するときに便利です。 III* 37 ぺ-ジ 


] 


仕 様 



両面焼グ U ル付3□ガスビルトインコン □ 


RS 78 W 7 G 2 R 
RS 78 W 7 G 1 OR 
RS 78 W 7 G 1 1 R 


RB 78 W 7 GR ：!5 


型式名： RB 78 W 7 GR 


24.5 kg (付属品含む） 


RS 38 W 7 G 2 R 
RS 38 W 7 G 1 OR 
RS 38 W 7 G 1 1 R 
ECR 38 WGR 2 


-R 

RB78W7GR(G ) ： 


RB38W7GR ： 


RB38W7GR(G):h 


型式名： RB 38 W 7 GR 


23.0 kg (付属品含む） 


高さ2己 9 mm x 巾畐已9己 mm x 奥行"已 39 mm 


(トッププレート巾畐 742 mm ) 〇ッププレート幅已 92 mm ) 

]5 A (1 /2 B ) 鋼管または金属巧とう管 


D 巳 3.0 V (単1形アルカ U 乾電池 X 2個） 


>立消え安全装置（全バーナー）•天ぷら油過熱防止機能（全コン□バーナー） 
>コン□消し忘れ消火機能（全コン□バーナー） • グリル過熱防止センサー 


連続放電点乂式 

単1形アルカ U 乾電池に個)、取扱説明書（保証書付)、連絡先一覧表、設置工事説0月書 
クックブック、魚とって、ガラスク U —ナー見本品、下火カバー 


ガスグループ 

(ガス種） 

1 時間当たりのガス消費量 

型式の呼び 

個 別 ガ ス 消 費 量 

を点义時 
ガス消費量 

強火カ バーナー 

標準 バーナー 

ル バーナー 

グリル 

都 

巿 

ガ 

ス 

巧 

L3 

(4A . 4B . 4C) 

273kW 

2.27kW 

1.0 日 kW 

1.92kW 

7.2IkW 

R 巨 78 W 7 GR ち 

R 巨 38 W 7 GR 占 

L2 

(5A • 5AN • 5B) 

2.94kW 

2.27kW 

1.0 日 kW 

1.92kW 

7.44kW 

L1 

(犯. 6C. 7C) 

2.8 日 kW 

2.4 已 kW 

1.27kW 

1.92kW 

8.2 日 kW 

5 C 

279kW 

2 . 已目 kW 

1.27kW 

1.92kW 

7.8 日 kW 

6 A 

2.97kW 

2.1 已 kW 

1.0 已 kW 

1.92kW 

7.67kW 

12 A 

13 A 

3.9IkW 

2.77kW 

1.19kW 

179kW 

9.2 日 kW 

4.20kW 

2.97kW 

1.27kW 

1.92kW 

9.90kW 

13 A 

4.20kW 

2.97kW 

1.27kW 

1.92kW 

9.9 日 kW 

RB 78 W 7 GR ( G ) 占 
RB 38 W 7 GR ( G) : r 

L P ガス巧 

4.20kW 

2.97kW 

1.27kW 

1.99kW 

9.9 日 kW 

R 巨 78 W 7 GR ち 

R 巨 38 W 7 GR 占 


付 


接続 
源 


型 式 

型式の呼び 


長期間使用しない場合/仕様 
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長期間使用しない場さ/仕様 


] 


仕 様 



両面焼グリル付3 ロガスビルトインコン □ 


RS 78 W 7 K 7 R 
RS 78 W 7 K 9 R 
RS 78 W 7 K 10 R 
RS 78 W 7 K 1 1 R 
RS 78 W 7 K 12 R 


R 巨 78 W 7 KR 


型式名： R 巨 78 W 7 KR 


26.0 kg (付属品含む） 


RS 38 W 7 K 7 R 

RS 38 W 7 K 9 R 

RS 38 W 7 K 10 R 

RS 38 W 7 K 1 1 R 

RS 38 W 7 K 12 R 

K 巨 E -60 W 7 K 1 R 

RX 38 W 7 K 9 R 


-R 

RB 78 W 7 KR ( G ) ： 


RB 38 W 7 KR ： 


RB 38 W 7 KR ( G):h 


型式名： R 巨 38 W 7 KR 


24.0 kg (付属品含む） 


高さ 269 mm x 巾畐已 96 mm x 奥手号已 38 mm 


(トッププレート幅 740 mm ) 


(トッププレート巾畐已 90 mm ) 


1已 A (1 /2巨）鋼管または金属巧とう管 


DC 3.0 V (単1形アルカ U 乾電池 X 2個） 

>立消え安全装置（全バーナー）•天ぷら油過熱防止機能（全コン□バーナー） 
>コン□消し忘れ消火機能（全コン□バーナー） •グ U ル過熱防止センサー 


連続放電点火式 


単1形アルカリ乾電池に個)、取扱説明書（保証書付)、連絡先一覧表、設置工事説明書 
クックブック、魚とって、下火カバー 


ガスグループ 

(ガス種） 

1 時間当たりのガス消費量 

型式の呼び 

個 別 ガ ス 消費量 

を点义時 
ガス消費量 

強火カ バーナー 

標華バーナー 

ルバーナー 

グリル 

都 

巿 

ガ 

ス 

巧 

L 3 

(4 A . 4 B . 4 C ) 

2.73kW 

2.27kW 

1. 日已 kW 

1.92kW 

7.2IkW 

R 巨 78W7KR 占 

R 巨 38W7KR 占 

L 2 

(5 A • 5 AN • 5 B ) 

2.94kW 

2.27kW 

1.0 己 kW 

1.92kW 

7.44kW 

L 1 

(犯. 6 C . 7 C ) 

2.8 日 kW 

2.4 己 kW 

1.27kW 

1.92kW 

8.2 日 kW 

5 C 

2.7 日 kW 

2 .日 目 kW 

1.27kW 

1.92kW 

7.8 日 kW 

6 A 

2.97kW 

2.1 日 kW 

1.0 已 kW 

1.92kW 

7.67kW 

12 A 

13 A 

3.9IkW 

277kW 

1.19kW 

179kW 

9.2 日 kW 

4.20kW 

2.97kW 

1.27kW 

1.92kW 

9.90kW 

13 A 

4.20kW 

2.97kW 

1.27kW 

1.92kW 

9.90kW 

R 巨 78VV7KR(G) 占 
RB38W7KR(G) : r 

L P ガス巧 

4.20kW 

2.97kW 

1.27kW 

1.99kW 

9.90kW 

R 巨 78W7KR 占 

R 巨 38W7KR 占 


付 


接続 
源 


型 式 


型式の呼び 


長期間使用しない場合/仕様 
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] 


仕 様 



両面焼グ U ル付3□ガスビルトインコン □ 


RS 31 W 7 A 2 R 


-R 


RB 31 W 7 AR 
型式名： RB 31 W 7 AR 


22.0 k 旨（付属品含む） 


高さ2曰 9 mm x 巾畐已9巨 mm x 奥行"已 38 mm 


(トッププレート巾畐已 90 mm ) 


1已 A り /2 B ) 鋼管または金属巧とう管 
DC 3.0 V (単1おアルカ U 乾電池 X 2個） 


>立消え安全装置（全 y (—ナー）•天ぷら油過熱防止機能（全コン ny (—ナー） 
>コン□消し忘れ消火機能（全コン□バーナー） •グリル過熱防止センサー 


連続放電点乂式 


単1おアルカ U 乾電池に個)、取扱説明書（保証書付)、連絡先一覧表、設置工事説明書 
クックブック、魚とって、ガラスク U —ナー見本品、下火カバー 


ガスグループ 

(ガス種） 

1時間当たりのガス消費量 

個 別 ガ ス 消 費 量 

を点义時 
ガス消費量 

強火カバーナー 

標準 バーナー 

ルバーナー 

グリル 

都 

巿 

ガ 

ス 

用 

12 A 

13 A 

3.9IkW 

2.77kW 

1.19kW 

1 79kW 

9.2 日 kW 

4.20kW 

2.97kW 

1.27kW 

1 .92kW 

9.90kW 

L P ガス巧 

4.20kW 

2.97kW 

1.27kW 

1 .99kW 

9.90kW 


型式の呼び 


R 巨 31W7AR- 


付 


接続 
源 


型 式 

型式の呼び 


長期間使用しない場合/仕様 
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u ン t イ 


兰□ガスも•ルト少ンコン □ 


保証書 


この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたちのです。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場をに、本書記載内容で無料修理を行ラ 
ことをお約束するものです。 

言己 

1. 保証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、機器本体を対象とします。 

保証期間中故障び発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼できない場をには、フ U —ダイヤル 
または別添の「連絡先一覧表」をご覧の上、お近くのリンナイ支社-支店-営業所-出張所などにご相談<ださい。 


0 


■) 


本書にお買い上げ年月日、販売店名の記入のな 
い場合あるいは字句び書さ替えられた場合。 

■) 指定がの燃料の使用、燃料の供給事情による故 
障および損傷。 

ご転居などによる熱量変更に伴ラ改造-調整の場 

厶 

書は日本国内においてのみ有効です。 

•his warranty に valid only in Japan . 

:の保証書は本書に明示した期間、条件のもとにお 
1て無料修理をお約束するものです。従ってこの保 
:書によって、保証書を発行しているち（保証責任 
r ) およびそれ政外の事業ちに対するお客様の法律 
:の権利を制限するものではあ0ません。保証期間 
!過後の修理などについてごす明の場合は、お買い 
:げの販売店または別添の r 連絡先一覧表」をご覧 
)上、お近くの U ンナイ支社-支店-営業所-出張 
t などにお問い合わせください。 

!証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間 
ついて詳しくは取扱説明書をご覧ください。 


製品についてのお問い合わせは 


本 社 0052(361)8211 干 454-0802 名古屋市中川区福住の2蚕26号 北ミ毎道ま店 行日11に81に己06 

関東ま社 003(347 り9047〒14日-0002東京都品川区東品川 1-6-6 新潟支:店 な 日25に 47)661 日 

東京ま店 003(3471)9047 〒 140-0002 東京都品川区東品川 1-6-6 中部ち社 《0日2(3日3)8日01 

化関東ま店 0048(667)4321 干 331-0811 さいたま市化区吉野の1下目39已 -1 関西ち社 《日 6(6786)361 2 

東関東ま店 0043 (273)3360 干 261-0026 千葉市美お区幕張西2下目7-] 中国支店 行082に 77)5131 

南関東ま店 0045(32 印3051干 221-0856 横お市巧蔚 II 区兰ツミ尺上町4蚕] 0号 四国す店 行日87旧2 1)805 巳 

東北ま社 0022(288)3251 干984•日0：38仙台市若林区伊在字東通 20-1 九州ま社 《092(28り3234 


(] 資理じついてのお問い合わせは I 

^ 0120 - 054-321 


〒日6日 -0031 札幌市中央区北一条東2 T 目 
干95日-0864新潟市東区紫竹2下目] - 74 
〒 454-08 日2名古屋市中川区福住町2番26号 
干55日 -001 4大阪市西区北堀江3 T 目 ] 〇番21号 
〒 733-0833 広島市西区商エセンター4 T 目 2-1 
干7日日-0066高お市福岡町2 T 目1 ] き已号 
干 812-0029 福岡巿博を区古門戸町2番3号 


W1 

嚴ろ 


78 W 7 GR -31 B X 03 (00) 
12072己® 
0巨00000已2207已〇 


4. 本保証書は再発れいたしませんので大切に保管してください。 

己.保証についての規定は下記をご覧ください。 

無料修理規定 


2 . 


3. 


取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った正 
常な使用状態で故障した場をには、お買い上げの販売 
店またはもよりの当社窓□び無料修理いたします。 
保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お 
買い上げの販売店にご依頼の上、出張修理に際して 
本書をご提示ください。 1 I 

なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を 
行った場をには、出張に要する実費を申し受けます。 
保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 
(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故 
障および損傷。 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによ 
る故障および損傷。 

( A ) 火災、水害、地震、落雷、その他の天災地変、 
公害や異常電圧による故障および損傷。 

(二）一般家庭し以外（例えば、業務用の長時間使用、 
車両、船舶への搭載）に使用された場合の故障 
および損傷。 

(ホ）本書の提示びない場合。 


〔へ 

(卜 

け 

4. つ- 

※こ 

し、 

罰 

者 

止 

経 

1 

の 

巧 

※侍 

に 


お買い上げ曰および販売店名 


お買い上げ曰 


年 月 


曰 


販 

売 

店 

名 

住 



所 

雨 

m 

話 

香 

号 


修理記録 


年月 曰 

修 S 内容 








お客様へ 

この保証書をお受取りになるときにお買い上げ曰、販売店名、扱ち印び記入してあることを確認してください。 


リン f イ株式会 

干 454-0802 名古屋市中 川 区福住 
TEL 052口 61)821 パ 



保証書 


扱者印 


保証書 






































